
戦
時
下
の
氏
神
長
野
県
東
筑
摩
郡
『
神
社
誌
』
の
資
料
論
的
考
察

伊
藤
純
郎

皇
゜
Q
‖
二
弓
甚
富
江
日
6
‥
〉
。
。
・
昌
身
。
ご
ぽ
．
．
。
。
匡
目
こ
。
自
旦
。
・
．
．
。
『
出
曹
監
θ
庁
芦
巨
冨
・
鵬
目
飴
・
・
皐
買
き
冨
§
芭
伽

口
O
』
已
2
0

は
じ
め
に

0
寿
村
『
神
社
誌
』
の
書
誌
学
的
考
察

②
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
に
お
け
る
語
り
の
位
相

③
『
神
社
誌
』
に
お
け
る
語
り
の
位
相

④
『
神
社
誌
』
に
お
け
る
記
録
（
資
料
）
と
語
り

お
わ
り
に

［論
文
要
旨
］

　
長
野
県
東
筑
摩
郡
『
神
社
誌
』
は
、
柳
田
国
男
お
よ
び
文
部
省
国
民
精
神
文
化
研
究
所
哲
学
科
助

手
堀
一
郎
、
東
京
高
等
師
範
学
校
講
師
和
歌
森
太
郎
の
指
導
・
助
言
に
よ
り
、
東
筑
摩
教
育
会
が
昭

和
一
八
年
度
か
ら
実
施
し
た
『
東
筑
摩
郡
誌
別
篇
』
氏
神
篇
編
纂
事
業
の
な
か
で
作
成
さ
れ
た
も
の

で
、
東
筑
摩
郡
内
の
↓
七
一
社
に
お
よ
ぶ
氏
子
を
有
す
る
神
社
で
あ
る
氏
神
一
社
ご
と
に
「
総
記
」

「神
職
」
「
祭
」
「
神
社
を
め
ぐ
る
氏
子
生
活
」
「
祝
殿
」
の
五
項
目
に
関
す
る
氏
子
の
語
り
を
、
東
筑

摩
教
育
会
教
員
が
記
録
し
た
「
神
社
誌
」
で
あ
る
。

　
東
筑
摩
郡
『
神
社
誌
』
が
平
成
一
八
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
基
幹
研
究

「
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
論
的
研
究
」
の
『
翻
刻
資
料
集
』
二
に
収
録
さ
れ
た
理

由
は
、
『
神
社
誌
』
が
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
基
幹
研
究
資
料
報
告
書
一
四
『
戦
争
体
験
の
記
録
と

語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
と
同
じ
く
「
戦
争
体
験
の
語
り
」
に
関
す
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
こ
と
、

お

よ
び
『
神
社
誌
』
が
戦
時
下
の
氏
神
が
果
た
し
た
機
能
、
戦
時
下
の
氏
神
信
仰
と
祭
祀
の
諸
相
、

氏
子
制
度
・
隣
組
・
部
落
会
、
学
校
な
ど
氏
神
を
支
え
る
社
会
的
基
盤
を
考
察
で
き
る
「
戦
時
中
に

書
か
れ
た
記
録
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

　
本
稿
は
、
右
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
ふ
ま
え
、
東
筑
摩
郡
寿
村
（
現
松
本
市
）
『
神
社
誌
』
を
対
象
に
、

八
冊

に
お
よ
ぶ
寿
村
『
神
社
誌
』
の
記
述
を
、
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』

と
『
神
社
誌
』
に
お
け
る
話
者
の
語
り
方
の
位
相
に
着
目
し
な
が
ら
、
役
場
・
学
校
所
蔵
資
料
な
ど

の

記
録
（
資
料
）
と
語
り
（
記
憶
）
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
作
業
を
通
じ
て
、
『
神
社
誌
』
の
資
料

論
的
意
義
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
戦
時
下
の
氏
神
に
関
す
る
氏
子
（
個
人
）
の
語
り
は
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
へ
て
ム
ラ
（
集
団
）

の
語
り
と
し
て
記
述
さ
れ
、
東
筑
摩
郡
『
神
社
誌
』
と
い
う
記
録
（
資
料
）
に
結
実
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
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は

じ
め
に

　
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
三
月
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
は
、
信
濃
教
育
会
東

筑
摩
部
会
（
以
下
、
東
筑
摩
教
育
会
と
表
記
）
が
昭
和
一
九
年
か
ら
翌
二
〇
年
に
か

け
て
作
成
し
た
長
野
県
東
筑
摩
郡
『
神
社
誌
』
（
以
下
、
『
神
社
誌
』
と
表
記
）
の
う

ち
、
現
在
所
在
が
確
認
さ
れ
た
六
九
冊
の
『
神
社
誌
』
を
翻
刻
し
、
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
基
幹
研
究
「
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
論
研
究
」
の
『
翻
刻

資
料
集
』
二
と
し
て
刊
行
し
た
。

　
『
翻
刻
資
料
集
』
は
、
平
成
一
四
・
一
五
年
度
に
実
施
し
た
同
基
幹
研
究
「
戦
争
体

験
の

記
録

と
語
り
に
関
す
る
資
料
論
的
研
究
」
お
よ
び
平
成
一
六
・
一
七
年
三
月
に

刊
行
さ
れ
た
同
資
料
調
査
報
告
書
一
四
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料

調

査
』
一
～
四
を
受
け
、
本
基
幹
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
「
戦
時
中
に
書
か
れ
た

第
一
次
資
料
」
を
翻
刻
し
た
も
の
で
、
平
成
一
七
年
三
月
に
刊
行
し
た
『
翻
刻
資
料

集
』
一
に
は
、
『
皇
国
の
礎
』
（
静
岡
県
磐
田
市
旧
竜
洋
町
史
編
さ
ん
室
所
蔵
）
と
細

田
與
一
筆
『
第
二
次
世
界
大
戦
終
末
』
を
収
録
し
た
。

　
『
翻
刻
資
料
集
』
二
に
収
録
さ
れ
た
『
神
社
誌
』
は
、
柳
田
国
男
お
よ
び
文
部
省

国
民
精
神
文
化
研
究
所
哲
学
科
助
手
堀
一
郎
、
東
京
高
等
師
範
学
校
講
師
和
歌
森
太

郎
の
指
導
・
助
言
に
よ
り
、
東
筑
摩
教
育
会
が
昭
和
一
八
年
度
か
ら
実
施
し
た
『
東

筑
摩
郡
誌
別
篇
』
氏
神
篇
編
纂
事
業
と
し
て
実
施
し
た
「
氏
神
信
仰
調
査
」
の
な
か

で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
氏
神
信
仰
調
査
」
は
、
東
筑
摩
郡
に
お
け
る
氏
子
を
有
す
る
一
七
一
の
神
社
（
氏

神
）
を
対
象
に
、
国
民
精
神
文
化
研
究
所
国
民
伝
統
調
査
課
が
作
成
し
た
「
神
社
・

神
事
調
査
質
問
条
項
」
に
基
づ
き
、
神
社
名
・
社
格
・
例
祭
日
・
部
落
名
・
氏
子
概

数
や

「
神
社
を
め
ぐ
る
氏
子
生
活
」
を
、
神
官
や
氏
子
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
り
、

東
筑
摩
教
育
会
の
教
員
が
氏
神
一
社
ご
と
に
調
査
カ
ー
ド
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
「
神

社
・
神
事
調
査
質
問
条
項
」
に
は
、
「
戦
争
と
氏
神
さ
ま
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

質
問
条
項
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　
　

イ
、
出
征
の
時
こ
の
氏
神
さ
ま
で
ど
の
や
う
な
祈
願
が
あ
り
ま
す
か

　
　
　
　
家
・
部
落
）
。

（本
人
・

　
　
ロ
、
こ
の
神
社
で
守
護
の
お
守
と
か
お
砂
と
か
さ
う
い
つ
た
も
の
を
お
頒
ち

　
　
　
　
し
ま
す
か
。

　
　
ハ
、
出
征
中
は
ど
ん
な
祈
願
を
し
ま
す
か
（
日
参
の
模
様
・
戦
勝
祈
願
・
武

　
　
　
　
運
長
久
祈
願
・
傷
痩
軍
人
平
癒
祈
願
も
）
。

　
　
二
、
戦
場
で
氏
神
さ
ま
の
ご
り
や
く
が
あ
つ
た
と
い
ふ
や
う
な
話
が
あ
り
ま

　
　
　
　
す
か
。

　
　

ホ
、
帰
還
に
な
つ
た
時
は
氏
神
さ
ま
に
ど
う
し
ま
す
か
。

　
『
神
社
誌
』
は
、
こ
の
「
氏
神
信
仰
調
査
」
を
ふ
ま
え
、
東
筑
摩
教
育
会
教
員
が
、
「
総

記
」
（
部
落
に
於
け
る
位
置
、
位
置
と
境
内
、
神
、
社
殿
、
経
費
、
対
仏
関
係
、
氏
子
）
、
「
神

職
」
、
「
祭
」
（
名
、
時
、
代
表
、
組
織
、
神
饅
、
順
序
次
第
、
会
計
、
祭
細
説
（
代
表
者
）
（
神

事
団
体
）
（
分
担
組
織
）
（
神
僕
）
（
進
行
状
態
）
、
年
中
行
事
と
神
事
、
随
時
の
神
事
、

他
神
社
と
の
関
係
）
、
「
神
社
を
め
ぐ
る
氏
子
生
活
」
（
人
生
行
路
と
神
社
、
村
治
と

神
社
）
、
「
祝
殿
」
の
五
つ
の
大
項
目
と
二
三
の
小
項
目
を
、
『
神
社
誌
』
を
作
成
す

る
際
の
模
範
例
・
雛
形
と
さ
れ
た
「
仮
想
例
」
に
も
と
づ
き
、
氏
神
一
社
ご
と
に
文

章
に
し
て
記
録
し
た
も
の
で
、
昭
和
一
九
年
七
月
か
ら
翌
二
〇
年
一
月
に
か
け
て
作

成
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
び
、
『
神
社
誌
』
が
「
戦
時
中
に
書
か
れ
た
第
一
次
資
料
」
と
し
て
『
翻

刻
資
料
集
』
二
に
収
録
さ
れ
た
理
由
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。

　
一
つ
は
、
『
神
社
誌
』
が
、
先
述
し
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
調
査
報
告
書

一
四

『戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
と
同
じ
く
「
戦
争
体
験
の

語
り
」
に
関
す
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
」
は
、
「
戦
友
が
戦
死
も
し
く
は

戦
病
死
し
た
元
兵
士
」
（
男
性
）
と
「
夫
が
戦
死
も
し
く
は
戦
病
死
し
た
妻
」
（
女
性
）

の

男
女
各
一
名
を
対
象
に
、
男
性
の
場
合
は
「
軍
隊
生
活
、
戦
友
の
慰
霊
の
実
態
」
、
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女
性
の
場
合
は
「
夫
の
死
の
受
容
に
至
る
ま
で
の
過
程
、
夫
の
慰
霊
の
実
態
」
な
ど

の
調
査
項
目
と
、
調
査
対
象
者
で
あ
る
男
性
と
女
性
が
直
接
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る

「
村
落
内
に
お
け
る
戦
争
関
係
施
設
」
を
、
「
博
物
館
資
料
調
査
力
ー
ド
」
に
即
し
て

ま
と
め
た
資
料
調
査
で
あ
る
。
そ
し
て
、
資
料
調
査
の
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
に
は
、
平
成
一
四
年
・
一
五

年
の
時
点
で
戦
後
五
〇
年
以
上
を
生
き
た
男
女
の
被
調
査
者
が
一
人
の
調
査
者
に
語

り
、
そ
れ
を
調
査
者
が
記
録
し
た
、
以
下
の
よ
う
な
「
戦
争
と
神
社
祭
祀
」
に
関
す

る
調
査
結
果
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

1
「
夫
が
戦
死
も
し
く
は
戦
病
死
し
た
妻
」
の
場
合

　
　
　
二
　
出
征
－
三
　
出
征
に
あ
た
っ
て
神
社
な
ど
へ
の
祈
願
や
お
守
り
の
用
意

　
　
　
　
　
な
ど
を
し
た
か
。

　
　

H
「
戦
友
が
戦
死
も
し
く
は
戦
病
死
し
た
元
兵
士
」
の
場
合

　
　
　
二
　
出
征
ー
四
　
出
征
が
決
ま
っ
て
ま
ず
し
た
こ
と
。

　
　
　
六
　
敗
戦
か

ら
帰
郷
ま
で
ー
九
　
帰
郷
後
、
帰
還
報
告
の
た
め
に
神
社
に
参

　
　
　
　
　
拝
し
た
か
。

　
　
皿
「
村
落
に
お
け
る
戦
争
関
係
施
設
」

　
　
　
三
　
戦
時
中
に
行
わ
れ
た
祈
願

　
　
　
　
一
　
弾
除
け
祈
願
、
徴
兵
忌
避
、
七
社
参
り
な
ど
で
訪
れ
た
寺
社
は
あ
る

　
　
　
　
　
　
か
。

　
　
　
　
二
　
兵
士
の
お
守
り
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
（
物
・
唱
え
言

　
　
　
　
　
　
な
ど
）
。

　
　
　
　
四
出
征
祈
願
や
武
運
長
久
祈
願
を
神
社
で
行
な
っ
た
か
。
①
い
つ
、
②

八九

ど
の
よ
う
に
行
な
っ
た
か
（
戦
局
と
の
関
係
は
・
何
年
頃
か
）
。

帰
還
祝
い
を
神
社
で
行
な
っ
た
か
。
①
い
つ
、
②
ど
の
よ
う
に
行
な
つ

た

か

（戦
局
の
と
の
関
係
は
）
。

戦
争
中
で
も
神
社
で
戦
死
者
に
対
す
る
慰
霊
行
事
は
行
わ
れ
て
い
た

か
。

　
　
　
一
〇
　
当
時
、
神
社
祭
祀
の
う
え
で
熱
心
に
世
話
を
し
て
い
た
人
が
い
た
か
、

　
　
　
　
　
　
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
一
二
　
神
社
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
思
い
が
あ
っ
た
の
か
（
戦
中
・
戦
後
）
。

　
一
方
、
『
神
社
誌
』
に
は
、
大
項
目
「
祭
」
の
な
か
の
小
項
目
「
随
時
の
神
事
」

に
お
い
て
、
以
下
に
紹
介
す
る
よ
う
な
、
村
長
・
区
長
・
宮
惣
代
・
神
官
・
教
員
な

ど
の
公
職
を
有
す
る
複
数
の
調
査
対
象
者
（
話
者
）
の
語
り
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
一
）
出
征
す
る
も
の
は
、
出
発
の
当
日
村
人
に
送
ら
れ
て
必
ず
神
社
に
参

　
　
拝
す
る
。
部
落
の
も
の
も
こ
の
時
一
緒
に
参
拝
し
て
出
征
者
の
武
運
長
久
を
祈

　
　
る
。
普
通
入
営
の
際
も
同
様
で
あ
る
。
又
月
の
一
日
、
十
五
日
、
二
十
八
日
、

　
　
及
び

八
日
に
は
各
戸
必
ず
一
人
は
出
て
参
拝
し
、
戦
勝
祈
願
、
武
運
長
久
祈
願

　
　
を
す
る
。
各
団
体
で
参
拝
し
、
代
表
を
立
て
て
諏
訪
神
社
や
更
級
の
八
幡
様
に

　
　
或
は
郡
内
の
千
社
詣
り
を
す
る
（
廣
丘
村
大
字
野
村
　
村
社
　
二
柱
社
）
。

　
　
　
（
二
）
出
征
兵
の
あ
る
と
き
部
落
全
体
参
拝
し
神
酒
を
い
た
だ
く
。
神
主
は

　
　
居

ら
ず
氏
子
総
代
の
斡
旋
で
あ
る
。
出
征
兵
は
境
内
の
土
砂
礫
を
一
つ
か
み
と

　
　
つ
て
お
守
り
と
し
て
行
く
人
も
あ
る
や
う
で
あ
る
。
村
と
し
て
部
落
と
し
て
武

　
　
運
長
久
祈
願
の
祭
典
も
あ
る
。
帰
還
し
た
も
の
は
個
人
で
当
社
へ
礼
参
を
す
る
。

　
　
お
守
護
符
あ
り
、
出
征
中
日
参
す
る
も
の
あ
り
（
上
川
手
村
田
澤
区
　
村
社

　
　
神
明
宮
）
。

　
　
　
（
三
）
年
中
行
事
以
外
に
、
臨
時
に
感
謝
や
祈
願
の
祭
を
し
た
の
は
、
一
月

　
　
十
日
に
必
勝
祈
願
の
為
新
年
祈
願
祭
を
行
つ
た
位
で
あ
る
。
そ
の
外
、
出
征
軍

　
　
人
の
あ
る
度
毎
に
武
運
長
久
祈
願
の
為
、
部
落
の
人
々
が
お
宮
へ
集
ま
つ
て
参

　

拝
す
る
。
出
征
軍
人
及
び
近
親
者
は
拝
殿
に
上
り
、
波
場
氏
が
神
主
に
な
つ
て

　
　
お
祓
ひ
を
し
て
く
れ
る
。
お
宮
か
ら
は
、
お
護
り
を
送
つ
て
ゐ
る
。
又
、
出
征

　

者
家
族
及
び
部
落
の
人
々
が
順
番
に
日
参
り
を
し
て
、
必
勝
祈
願
武
運
長
久
祈

　

願

を
し
て
ゐ
る
。
戦
場
で
氏
神
さ
ま
の
御
利
益
が
あ
つ
た
と
い
う
話
は
な
い
。

　

帰
還
し
た
と
き
は
、
先
づ
氏
神
様
に
お
礼
詣
り
を
し
て
、
出
迎
へ
の
区
民
と
共

　

に
神
酒
を
戴
く
。
家
に
か
へ
り
て
か
ら
は
、
祝
ひ
の
酒
宴
を
開
き
、
近
親
者
、
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及
近
所
の
人
々
を
よ
ぶ
。
氏
神
以
外
と
し
て
は
、
八
幡
の
八
幡
様
へ
武
運
長
久

　
　
祈
願
及
お
礼
ま
ゐ
り
を
し
て
ゐ
る
（
中
川
手
村
塔
原
区
宮
本
　
村
社
　
犀
ノ

　
　
宮
）
。

　
　
　
（
四
）
そ
の
他
現
役
及
出
征
の
際
に
は
、
必
ず
部
落
全
体
が
神
社
に
参
拝
し

　
　
て
神
酒
を
頂
き
、
征
途
を
祝
福
し
武
運
長
久
祈
願
を
行
ふ
。
又
帰
還
の
場
合
も

　
　
神
前
に
参
集
し
て
お
礼
の
式
を
行
ふ
。
こ
れ
は
み
な
氏
子
惣
代
が
先
に
た
つ
て

　
　
挙
行
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
部
落
に
は
今
ま
で
一
人
も
戦
死
者
が
な
い
の
で
、

　
　
当
氏
神
様
の
御
利
益
と
信
じ
て
ゐ
る
（
東
川
手
村
字
名
九
魁
　
村
社
　
藤
城
神

　
　社
）
。

　
　
　
（
五
）
そ
の
他
出
征
兵
士
祈
願
が
行
は
れ
村
の
代
表
が
参
列
、
神
主
に
よ
つ

　
　
て
式
が
行
は
れ
る
。
出
征
す
る
者
が
神
殿
の
縁
の
下
の
砂
を
一
つ
ま
み
お
護
り

　
　
と
と
も
に
入
れ
て
行
く
風
が
あ
る
。
こ
の
神
社
は
と
く
に
戦
に
は
き
く
と
い
ふ

　
　
の
で
前
述
の
如
く
他
郡
か
ら
祈
祷
に
さ
へ
来
る
者
が
あ
る
。
戦
勝
祈
願
、
武
運

　
　
長
久
祈
願
の
式
は
村
全
体
と
し
て
こ
の
神
社
で
行
は
れ
る
。
時
に
婦
人
会
や
女

　
　
子
青
年
会
が
千
社
詣
り
を
な
す
。
帰
還
す
る
と
当
社
に
参
り
又
諏
訪
上
下
社
或

　
　
は
八
幡
の
八
幡
様
に
参
拝
に
ゆ
く
（
会
田
村
大
字
宮
本
　
郷
社
　
神
明
社
）
。

　
も
う
一
つ
は
、
「
氏
神
信
仰
調
査
」
や
『
神
社
誌
』
の
作
成
が
太
平
洋
戦
争
下
に

お
け
る
神
社
（
氏
神
・
鎮
守
）
と
地
域
民
衆
（
氏
子
）
と
の
関
わ
り
や
「
戦
争
と
氏
神
」

の

関
係
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「
氏
神
信
仰
調
査
」
の
事
前
指
導
と
し
て
、
昭
和
一
八
年
七
月
九
日
に
本
郷
村
国
民

学
校
で
行
わ
れ
た
、
「
氏
神
信
仰
調
査
」
に
関
す
る
柳
田
の
講
演
か
ら
う
か
が
え
る
。

　
　
　
現
在
、
兵
士
の
大
部
分
を
供
給
し
て
ゐ
る
農
村
の
そ
の
兵
士
の
う
れ
ひ
を
同

　
　
じ
う
す
る
家
庭
が
神
様
の
こ
と
を
考
へ
て
ゐ
る
か
ゐ
な
い
か
は
、
ま
こ
と
に
重

　
　
大

な
事
柄
で
あ
る
。
私
の
知
る
範
囲
で
は
、
こ
の
神
様
に
対
す
る
信
仰
は
戦
争

　
　

は
じ
ま
つ
て
以
来
め
ざ
め
て
来
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
生
き
て
ゐ
る
と
見
て
よ
い
。

　
　
殊
に
、
幾
度
か
死
線
を
く
“
り
乍
ら
か
す
り
き
ず
を
お
ふ
た
位
で
か
へ
つ
て
来

　
　
た

と
い
ふ
や
う
な
人
に
は
、
特
に
こ
の
心
が
深
く
な
つ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
と
に

　
　
か
く
全
国
の
一
部
の
現
在
の
実
例
と
し
て
東
筑
の
現
在
を
し
ら
べ
て
い
た
“
き

　
　
度
い
。
こ
れ
で
今
回
の
し
ら
べ
が
決
し
て
空
疎
な
る
学
問
上
の
好
奇
心
か
ら
出

　
　
て

ゐ

る
も
の
で
な
い
こ
と
が
う
な
つ
い
て
い
た
“
け
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
果

た
し
て
若
し
吾
々
の
予
期
す
る
ご
と
く
、
こ
の
信
仰
が
生
き
て
ゐ
る
な
ら

　
　
ば

日
本
に
は
軍
神
に
続
い
て
い
く
ら
で
も
喜
ん
で
死
ん
で
行
く
人
が
出
て
来
る

　
　
で

あ
ら
う
。
今
は
不
安
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
吾
々
の
底
知
れ
な
い
不
安
を
幾

　
　
分
な
り
と
も
慰
め
る
た
め
に
も
な
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
仕
事
は
実
に
弾
丸
作
り
、

　
　
弾
丸
み
が
き
と
同
じ
く
銃
後
後
援
の
仕
事
で
あ
る
。
（
中
略
）
そ
れ
で
是
非
と

　
　
も
今
年
の
中
に
若
干
の
中
間
報
告
、
形
を
な
し
た
も
の
が
出
来
る
や
う
に
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
の
歩
を
進
め
て
い
つ
て
も
ら
ひ
度
い
と
思
ふ
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
神
社
は
、
国
家
神
道
に
立
脚
す
る
国
家
主
義
的
思

想

と
結
び
つ
く
な
か
、
地
域
民
衆
・
国
民
学
校
児
童
・
生
徒
の
集
団
参
拝
、
国
威
宣

揚
・
武
運
長
久
・
戦
勝
祈
願
な
ど
の
祈
願
祭
や
戦
没
者
慰
霊
祭
の
執
行
な
ど
、
国
民

動
員
・
共
同
体
秩
序
強
化
の
場
と
な
り
、
か
つ
戦
時
下
の
国
家
を
護
る
宗
教
機
関
と

し
て
そ
の
役
割
を
急
速
に
高
め
て
い
た
。
『
東
筑
摩
郡
誌
別
篇
』
氏
神
篇
編
纂
や
『
神

社
誌
』
作
成
は
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
右
の
よ
う
な
柳
田
の
強
い
希
望
に
よ
り
実

施
さ
れ
た
。
ま
さ
に
『
神
社
誌
』
は
、
戦
争
と
氏
神
の
関
係
、
戦
時
下
の
氏
神
信
仰

と
祭
祀
、
戦
時
下
の
神
社
が
果
た
し
た
機
能
、
神
社
を
支
え
る
氏
子
制
度
や
常
会
・

隣
組
・
部
落
会
な
ど
の
社
会
的
基
盤
な
ど
、
銃
後
民
衆
の
「
戦
争
体
験
」
を
考
察
で

き
る
「
戦
時
中
に
書
か
れ
た
第
一
次
資
料
」
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
か

ら
、
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
は
「
戦
友
が
戦

死
も
し
く
は
戦
病
死
し
た
元
兵
士
」
と
「
夫
が
戦
死
も
し
く
は
戦
病
死
し
た
妻
」
が

語

る
個
人
の
語
り
を
ま
と
め
た
記
録
、
『
神
社
誌
』
は
各
神
社
の
氏
子
を
は
じ
め
と

す
る
複
数
の
人
び
と
の
語
り
を
ま
と
め
た
記
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
本
稿

は
、
「
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
論
的
研
究
」
の
趣
旨
に
も

と
づ
き
、
『
翻
刻
資
料
集
』
二
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
神
社
誌
』
を
語
り
と
記
録
の

視
点
か
ら
検
討
す
る
作
業
を
通
じ
て
、
『
神
社
誌
』
の
資
料
論
的
意
義
を
考
察
し
た
い
。
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具
体
的
に
は
、
東
筑
摩
郡
寿
村
（
現
松
本
市
）
『
神
社
誌
』
を
対
象
に
、
ま
ず
、

寿
村

『神
社
誌
』
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
整
理
し
、
つ
い
で
『
戦
争
体
験

の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
と
『
神
社
誌
』
に
お
け
る
調
査
対
象
者
（
話

者
）
の
語
り
方
の
違
い
を
検
討
し
、
最
後
に
小
学
校
所
蔵
史
料
・
役
場
所
蔵
史

料
な
ど
『
神
社
誌
』
が
作
成
さ
れ
た
当
時
の
記
録
（
史
料
）
の
視
点
か
ら
『
神

社
誌
』
に
お
け
る
語
り
と
記
録
の
位
相
を
考
察
す
る
。

0
寿
村
『
神
社
誌
』
の
書
誌
学
的
考
察

　
寿
村
は
、
松
本
平
の
南
部
、
奈
良
井
川
と
梓
川
の
下
流
に
位
置
し
、
白
瀬
淵

村
（
旧
竹
渕
・
上
瀬
黒
・
下
瀬
黒
・
白
姫
の
四
ケ
村
）
・
豊
丘
村
（
旧
百
瀬
・

南
百
瀬
・
白
川
の
三
ケ
村
）
・
小
赤
村
（
旧
小
池
・
赤
木
の
ニ
ケ
村
）
の
三
力

村
が
合
併
し
て
明
治
二
二
年
四
月
に
成
立
し
た
村
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
「
こ

と
ぶ
き
」
と
い
う
村
名
は
、
長
野
県
へ
の
報
告
書
に
よ
る
と
小
赤
の
「
こ
」
、

豊
丘
の

「
と
」
、
白
瀬
淵
の
「
ふ
ち
」
に
よ
る
が
、
寿
村
で
は
小
池
の
「
こ
」
、

豊
丘
の
「
と
」
、
白
瀬
淵
の
「
ぶ
」
、
赤
木
の
「
き
」
の
語
呂
合
わ
せ
に
よ
る
も

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
本
節
で
は
、
ま
ず
、
寿
村
『
神
社
誌
』
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
、
具
体
的

に

は
『
神
社
誌
』
に
お
け
る
調
査
者
と
調
査
対
象
者
（
話
者
）
お
よ
び
『
神
社

誌
』
の
調
査
期
間
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　
寿
村
で
作
成
さ
れ
た
『
神
社
誌
』
は
、
次
の
八
冊
で
あ
る
（
番
号
は
東
筑
摩

郡

『神
社
誌
』
に
付
せ
ら
れ
た
番
号
で
あ
る
）
。
い
ず
れ
も
、
一
頁
一
六
行
の

国
定
規
格
A
五
の
罫
紙
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（六

三
）
　
一
位
諏
訪
神
社
　
　
白
川
区

　
　
　
「
本
社
は
寿
村
の
東
部
に
位
し
、
大
字
豊
丘
村
白
川
区
に
在
り
、

　
　
　
明
治
四
十
二
年
五
月
五
日
大
字
白
瀬
淵
の
白
姫
区
の
氏
神
諏
訪
白

・

．

灘

“

灘
灘

※

畿．

　
シ
寸
ぷ
L

鰍

計

漣

　
　
　
　
錘

籔
幾
離

馨
難
螺

寿村『神社誌』八冊
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山
社
を
合
祀
し
、
氏
子
部
落
は
白
川
区
、
白
姫
区
に
分
布
し
て
ゐ
る
」
「
氏

　
　

子
戸
数
は

白
川
区
約
九
十
戸
、
白
姫
区
四
十
戸
で
、
寄
留
者
も
借
家
住

　
　
　
ひ
の
者
も
部
落
内
居
住
者
は
氏
子
扱
ひ
に
す
る
の
で
、
明
確
な
数
は
決

　
　

定
さ
れ
ず
」

（六
四
）
　
諏
訪
社
　
　
大
字
白
瀬
淵
字
竹
渕

　
　
　
「
当
諏
訪
社
は
寿
村
北
端
竹
渕
区
の
南
東
、
田
及
び
畑
の
中
に
あ
り
」
「
氏

　
　
　
子
は
現
在
竹
渕
区
の
者
全
部
で
あ
る
。
戸
数
八
七
戸
人
口
約
四
百
五
十

　
　
　
人
」
「
部
落
内
の
人
は
だ
れ
で
も
氏
子
に
な
れ
」

（六
五
）
　
諏
訪
神
社
　
　
小
池

　
　
　
「
小
池
部
落
の
中
部
に
あ
る
」
「
小
池
区
内
百
三
十
三
戸
六
百
人
の
氏
子

　
　
　
を
も
っ
て
ゐ
る
」

（六
六
）
　
上
ノ
宮
諏
訪
社
　
　
赤
木

　
　
　
「
当
社
は
寿
村
の
南
端
、
大
字
小
赤
の
南
部
に
位
置
す
る
字
赤
木
部
落

　
　
　
の
東
南
部
で
あ
る
。
氏
子
区
域
は
赤
木
部
落
の
上
半
数
で
あ
る
」
「
上

　
　
　
の
宮
は
氏
子
戸
数
は
現
在
四
十
五
戸
で
あ
る
」

（六
七
）
　
下
ノ
宮
諏
訪
社
津
島
社
合
殿
　
　
赤
木

　
　
　
「
当
社
は
寿
村
の
南
部
、
大
字
小
赤
の
赤
木
部
落
の
北
端
に
あ
る
。
氏

　
　
　
子
区
域
は
赤
木
部
落
の
下
半
数
で
あ
る
」

（六

八
）
　
諏
訪
神
社
　
　
百
瀬
区

　
　
　
「
当
社
は
寿
村
五
千
石
街
道
の
中
央
に
位
し
、
当
村
百
瀬
区
の
南
端
に

　
　
　
有
り
て
西
向
な
り
」
「
氏
子
は
当
村
に
於
て
は
現
在
七
十
二
戸
位
で
、

　
　
　
村
人

は
全
部
氏
子
で
あ
る
」

（六
九
）
　
米
沢
社
　
　
大
字
上
瀬
黒
区

　
　
　
「
瀬
黒
区
は
上
瀬
黒
区
、
下
瀬
黒
区
の
両
区
に
別
れ
、
氏
神
は
各
別
々

　
　
　
に
有
り
、
上
瀬
黒
区
は
米
沢
社
、
下
瀬
黒
区
は
日
吉
社
な
り
」
「
現
在

　
　
　
戸
数
八
十
戸
位
で
あ
る
。
皆
部
落
民
氏
子
で
あ
る
」

（七

〇
）
　
日
吉
社
　
　
下
瀬
黒
区

　
　
　
　
　
「
上
瀬
黒
区
米
沢
社
の
北
四
百
米
の
や
・
低
地
に
位
す
る
」
「
氏
子
二
十

　
　
　
　
　
戸
で
増
減
な
し
」

　
寿
村
で
は
こ
の
八
社
が
氏
子
を
有
す
る
氏
神
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。　

表
1
は
、
八
冊
の
寿
村
『
神
社
誌
』
の
神
社
名
、
調
査
者
、
話
者
（
調
査
対
象
者
、

以
下
話
者
と
表
記
）
公
職
、
年
齢
、
調
査
期
間
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
表
1
か
ら
、
次
の
四
点
が
指
摘
で
き
る
。

　
一
つ
は
、
『
神
社
誌
』
の
調
査
者
に
関
し
て
、
調
査
者
は
、
寿
村
青
年
団
の
青
木
一
・

榊
原
逸
巳
の
二
人
を
除
き
、
寿
村
国
民
学
校
・
寿
村
青
年
学
校
の
教
員
で
あ
る
こ
と
、

換
言

す
れ
ば
、
『
神
社
誌
』
は
寿
村
の
教
員
と
青
年
に
よ
り
調
査
・
作
成
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
『
神
社
誌
』
の
調
査
・
作
成
に
際
し
東
筑
摩
教
育
会
は
、
『
神
社
誌
』
の

調
査
・
作
成
全
体
を
統
括
す
る
中
央
委
員
、
東
筑
摩
郡
内
の
八
支
部
を
ま
と
め
る
支

部
委
員
、
各
学
校
か
ら
一
名
選
出
さ
れ
た
学
校
委
員
か
ら
な
る
「
『
東
筑
摩
郡
誌
別
篇
』

氏
神
篇
調
査
編
纂
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
学
校
の
教
員
は
中
央
委
員
・
支
部
委
員
・

学
校
委
員
の
指
導
の
も
と
に
『
神
社
誌
』
の
調
査
に
従
事
し
た
。
こ
う
し
た
委
員
会

の
構
成
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
一
〇
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
『
東
筑
摩
郡
誌
別
篇
』

編
纂
事
業
か
ら
一
貫
す
る
こ
と
で
、
「
村
住
み
の
教
員
と
青
年
」
が
最
も
適
し
た
郷

土
研
究
者
で
あ
る
と
す
る
柳
田
の
考
え
と
も
一
致
す
る
。
昭
和
一
九
年
度
、
寿
村
国

民
学
校
は

初
等
科
一
二
学
級
・
高
等
科
二
学
級
の
計
一
四
学
級
か
ら
な
り
、
教
員
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

校
長
・
教
頭
・
訓
導
・
助
教
あ
わ
て
二
〇
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
〇
名
の
教
員
の
な
か
、

中
央
委
員
を
兼
務
し
た
小
野
謹
吾
教
頭
、
学
校
委
員
を
つ
と
め
た
横
沢
速
水
と
七
名

の

教
員
が
調
査
者
と
し
て
『
神
社
誌
』
の
調
査
・
作
成
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
中

央
委
員
や
学
校
委
員
を
つ
と
め
る
教
員
や
寿
村
国
民
学
校
の
在
職
期
間
が
長
く
寿
村

の
事
情
を
よ
く
知
る
教
員
は
単
独
で
調
査
者
と
な
り
、
中
堅
や
若
手
教
員
は
複
数
で

調
査
者
を
構
成
し
て
い
る
。
『
神
社
誌
』
の
調
査
・
作
成
に
際
し
て
は
中
央
委
員
会
・

支
部
委
員
会
・
学
校
内
そ
れ
ぞ
れ
で
研
究
会
が
開
か
れ
た
よ
う
で
、
寿
村
『
学
校
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

誌
』
に
は
し
ば
し
ば
研
究
会
開
催
の
記
述
が
み
え
る
。
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二

つ

は
、
話
者
（
調
査
対
象
者
）
に
関
し
て
、

話
者

は
村
長
・
区
長
・
宮
惣
代
・
神
官
と
い
っ
た

話
者
の

公
職
・
社
会
性
が
重
視
さ
れ
て
選
定
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
具
体
的
な
話
者
の
選

定
は
各
調
査
者
に
一
任
さ
れ
た
よ
う
で
、
話
者
の

人

数
、
年
齢
、
公
職
な
ど
は
必
ず
し
も
一
定
し
て

い

な
い
。
こ
の
た
め
、
『
神
社
誌
』
の
話
者
は
最

大
九
名
か
ら
最
小
二
名
と
開
き
が
あ
る
。

　
三

つ
は
、
『
神
社
誌
』
の
調
査
期
間
に
関
し
て
は
、

昭
和
一
八
年
一
二
月
か
ら
調
査
を
開
始
し
た
『
神

社
誌
』
と
一
年
後
の
昭
和
一
九
年
一
二
月
か
ら
開

始

し
た
『
神
社
誌
』
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
こ
と

で

あ
る
。
調
査
期
間
が
異
な
っ
た
理
由
は
定
か
で

は
な
い
が
、
小
野
や
横
沢
な
ど
指
導
的
な
役
割
を

果
た
し
た
調
査
者
か
ら
『
神
社
誌
』
の
調
査
・
作

成
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
、
「
下
瀬
黒
区
　
日
吉
社
」

（七

〇
）
の
調
査
者
は
、
昭
和
一
九
年
度
に
寿
村

国
民
学
校
か
ら
転
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調

査
者
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
一
九
年
一
二

月
に
調
査
を
開
始
し
た
『
神
社
誌
』
は
、
『
神
社

誌
』
の
提
出
期
限
で
あ
る
昭
和
二
〇
年
一
月
直
前

の

あ
わ
た
だ
し
い
中
で
調
査
・
作
成
さ
れ
た
よ
う

で
、
『
神
社
誌
』
の
記
述
内
容
や
罫
紙
の
頁
数
に

ば

ら
つ
き
が
生
じ
た
一
因
と
思
わ
れ
る
。

　
四

つ

は
、
八
冊
に
お
よ
ぶ
寿
村
『
神
社
誌
』
の

な
か
で
、
も
っ
と
も
詳
細
な
語
り
が
記
録
さ
れ
た

の

は
、
小
野
謹
吾
が
調
査
者
と
し
て
作
成
し
た

表1　寿村「神社誌』調査者・話者（調査対象者）・年齢・調査期間

区

神
社

調
査
者

話
者
（
調
査
対
象
者
）
公
職

年
齢

調
査
期
間

六
三

白
川
区

一
位
諏
訪
神
社

小
野
謹
吾

A
元
宮
惣
代

八
三
歳

B
宮
惣
代

五
一
歳

C
宮
惣
代

五

四
歳

D
白
川
区
長

五
六
歳

E
神
社
の
前
の
家

六
四

歳

F
神
官

三
〇

歳

G
宮
惣
代

六
六
歳

H
古
老

七
〇

歳

1
白
姫
区
長

五
五
歳

六
四

竹
渕
区

諏
訪
社

横
沢
速
水

A

五
七
歳

①
昭
和
一
八
年
一
二
月
一
六
日

B

五
九
歳

②

　
　
　
　
　
　
　
一
八
日

C

六
一
歳

③

昭
和
一
九
年
一
〇
月
＝
日

D

六
六
歳

E

三

五
歳

F
村
長
・
檀
家
総
代

五
八
歳

六
五

小
池
区

諏
訪
神
社

井
ロ
道
雄

A

七
三
歳

昭
和
一
八
年
一
二
月
二
二
日
～

B

六

八
歳

昭
和
二
〇
年
一
月
三
一
日

C

五
二
歳

六
六

赤
木
区

上

ノ
宮
諏
訪
社

白
木
源
長

A

七
三
歳

①
昭
和
一
九
年
一
二
月
一
四
日

宮
島
良
明

B

七

八
歳

②

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
日

青
木
一

③
昭
和
二
〇
年
　
一
月
　
五
日

④
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
日

六
七

赤
木
区

下

ノ
宮
諏
訪
社

白
木
源
長

A

七
三
歳

①
昭
和
一
九
年
一
二
月
一
五
日

津
島
社
合
殿

宮
島
良
明

B

七

八
歳

②
　
　
　
　
　
　
　
二
五
日

青
木
一

③
昭
和
二
〇
年
　
一
月
一
〇
日

④

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
日

六

八

百
瀬
区

諏
訪
神
社

青
木
達
雄

A
区
長

①
昭
和
一
八
年
一
二
月
二
〇
日

三

沢
潤
一

B
農
業

②
昭
和
一
九
年
　
一
月
二
三
日

榊
原
逸
巳

C
神
官

③
　
　
　
　
　
一
二
月
一
〇
日

六
九

上
瀬
黒
区

米
沢
社

降
旗
芳
郎

A
神
官

三

八
歳

①
昭
和
一
九
年
一
一
月
三
↓
日

B
宮
惣
代

七
〇

歳

②
　
　
　
　
　
一
二
月
　
三
日

C
在
郷
軍
人

三

五
歳

③
昭
和
二
〇
年
　
一
月
七
日

七
〇

下
瀬
黒
区

日
吉
社

安
塚
梅
次
郎

A
神
官

三

八
歳

昭
和
一
九
年
一
一
月
初
旬
～

B
教
員

五
四

歳

一
二
月
ま
で
三
日
間

（寿
村
『
神
社
誌
』
よ
り
作
成
）
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「白
川
区
　
一
位
諏
訪
神
社
」
（
六
三
）
の
『
神
社
誌
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
理
由
と
し
て
は
、
小
野
が
中
央
委
員
を
兼
務
し
、
『
神
社
誌
』
の
作
成
目
的
を

は

じ
め
と
し
た
『
神
社
誌
』
の
全
体
像
を
早
く
か
ら
熟
知
し
て
い
た
こ
と
、
話
者
が

区
長
・
宮
惣
代
・
神
官
・
古
老
な
ど
幅
広
い
公
職
を
も
っ
た
九
名
で
あ
る
こ
と
、
最

初
に
調
査
を
開
始
し
調
査
回
数
も
最
多
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
表
2
は
、
『
長
野
県
信
濃
国
東
筑
摩
郡
神
社
明
細
帳
』
〔
長
野
県
立
歴
史
館

所
蔵
〕
に
記
載
さ
れ
た
寿
村
の
神
社
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
明
治
初
年
に
一
四
社
に
及
ん
だ
寿
村
域
の
神
社
は
明
治
末
か
ら
大
正

初
年
の
神
社
合
祀
を
へ
て
昭
和
戦
前
期
に
は
八
社
と
な
っ
た
こ
と
、
こ
の
八
社
が
寿

村
の
氏
神
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
神
社
合
祀
が
行
わ
れ
た
と
は
い
え
一
村
一
社

の

徹
底

し
た
も
の
で
は
な
く
、
白
瀬
淵
・
豊
丘
・
小
赤
の
旧
三
力
村
の
神
社
が
そ
の

ま
ま
寿
村
の
村
社
と
し
て
存
続
し
た
こ
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
氏
子
戸
数
が
二
〇
戸

か

ら
＝
二
〇
戸
と
氏
子
圏
の
規
模
に
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

　
さ
て
、
『
神
社
誌
』
の
記
述
で
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

　
一
つ
は
、
神
社
の
名
称
が
、
『
神
社
明
細
帳
』
に
記
載
さ
れ
た
名
称
で
は
な
く
、

氏
子

に
よ
る
名
称
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
大
字
小
池
の
村
社
小
池

神
社
（
5
）
は
村
社
諏
訪
神
社
（
六
五
）
と
記
載
さ
れ
、
大
字
小
赤
の
村
社
諏
訪
社

（
7
）
と
村
社
諏
訪
社
津
島
社
合
殿
（
8
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
上
ノ
宮
、
下
ノ
宮
が
付

せ

ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
字
白
瀬
淵
の
米
沢
社
は
、
『
神
社
明
細
帳
』
で
は

無
格
社
、
『
神
社
誌
』
で
は
村
社
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
大
正
一
〇
年
八
月
に
米

沢
社
が

「
神
饅
幣
吊
料
供
進
指
定
」
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
『
神
社
誌
』
の
記
載
で

あ
る
「
村
社
」
が
正
し
い
。

　
二

つ

は
、
神
社
の
呼
称
に
関
し
て
『
神
社
誌
』
に
記
載
さ
れ
た
八
社
は
、
ウ
ブ
ス

ナ
サ
マ
・
オ
ミ
ヤ
ウ
ジ
ン
サ
マ
・
ウ
ジ
ガ
ミ
サ
マ
・
オ
ミ
ヤ
、
産
土
・
氏
神
・
お
宮

な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
土
地
の
人
々

は
諏
訪
様
、
白
山
様
と
申
し
、
又
老
人
は
一
般
に
ウ
ブ
ス
ナ
サ
マ
、

　

オ
ミ
ヤ
ウ
ジ
ン
サ
マ
と
も
申
し
、
壮
年
層
は
ウ
ヂ
ガ
ミ
様
と
も
申
し
て
ゐ
る
。
一

　
般

に
で
も
あ
る
が
、
殊
に
子
供
は
大
部
分
オ
ミ
ヤ
と
申
し
親
し
ん
で
ゐ
る
（
六
三

白
川
区
　
一
位
　
諏
訪
神
社
）

　
　
当
区
の
者
は
、
神
社
の
こ
と
を
老
人
連
は
産
土
神
（
ウ
ブ
ス
ナ
サ
マ
）
と
呼
び
、

　
若
い
者
達
は
ウ
ヂ
ガ
ミ
サ
マ
と
呼
ん
で
居
り
、
子
供
等
は
単
に
「
オ
ミ
ヤ
」
と
称

　
し
て
ゐ
る
（
六
四
　
竹
淵
区
　
諏
訪
社
）

　
　
土
地
の
人

は
、
こ
の
神
社
を
老
人
は
ウ
ブ
ス
ナ
様
、
と
よ
び
、
普
通
ウ
ヂ
ガ
ミ

　
様
と
よ
び
な
れ
て
お
る
が
、
子
供
等
は
オ
ミ
ヤ
と
呼
ぶ
（
六
五
　
小
池
）
　
諏
訪

　
神
社
）

　
　
土
地
の
人

は
此
の
神
社
を
御
産
土
神
又
は
氏
神
様
と
呼
ん
で
ゐ
る
（
六
九
　
上

　
瀬
黒
区
　
米
沢
社
）

　
　
土
地
の
人
は

産
土
様
、
若
く
は
氏
神
様
と
呼
ん
で
ゐ
る
（
七
〇
　
下
瀬
黒
区

　
日
吉
社
）

　
右
か

ら
、
老
人
は
産
土
、
壮
年
は
氏
神
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
教
育
の
影
響
か
ら

お

宮
と
呼
ぶ
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
三

つ
は
、
「
総
記
」
の
な
か
の
「
位
置
と
境
内
」
「
神
」
「
氏
子
」
な
ど
の
記
述
は
『
神

社
明
細
帳
』
に
も
と
つ
く
も
の
で
な
く
、
神
官
・
氏
子
な
ど
の
話
者
の
語
り
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
神
社
誌
』
が
、
神
社
の
歴
史
・
沿
革

で

な
く
、
「
祭
」
や
「
神
社
を
め
ぐ
る
氏
子
生
活
」
に
主
眼
を
お
い
て
記
述
さ
れ
た

こ
と
を
裏
付
け
る
。

　
で

は
、
こ
れ
ら
八
冊
の
寿
村
『
神
社
誌
』
に
お
い
て
、
戦
時
下
の
神
社
を
め
ぐ
る

氏
子
生
活
や
戦
争
と
氏
神
と
の
関
係
に
関
す
る
話
者
の
語
り
は
ど
の
よ
う
に
記
録
さ

れ
て

い

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
次
節
で
は
、
こ
の
こ
と
を
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
調
査
報
告
書
一
四
『
戦

争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
に
お
け
る
語
り
と
の
違
い
に
着
目
し

な
が
ら
考
察
す
る
。
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表2　『長野県信濃国東筑摩郡神社明細帳』に記載された寿村の神社

（1）村社諏訪社（寿村大字白瀬淵）

創立年月不詳、本村ノ内旧竹淵村ノ産土神タリ。明治五年一一月、村社二列ス。
明治四一年六月二九日、大字白瀬淵無格社稲荷社合併。

（2）村社日吉社（寿村大字白瀬淵）

創立年月不詳、本村ノ内旧下瀬黒村ノ産土タリ。明治五年一一月、村社二列ス。
明治四三年九月二七日、境内神社六社合祀。

（3）村社諏訪社・白山社合殿（寿村大字白瀬淵）

創立年月不詳、本村ノ内白姫村ノ産土神タリ。明治五年一一月、村社二列ス。
明治四一年九月五日、大字豊丘村字一位村社諏訪社へ合併。

（4）村社諏訪社（寿村大字豊丘字烏宮）

創立年月不詳、本村ノ内旧百瀬村ノ産土神タリ。明治五年一一月、村社二列ス。
大正八年八月二九日、神撰幣吊料供進指定。

（5）村社諏訪社・八幡社→小池神社（寿村大字小赤）

創立年月不詳。本村ノ内旧小池村ノ産土神タリ。明治五年一一月、村社二列ス。
明治四一年八月一八日、字西宮村社諏訪社ヲ本社へ合併シ社号ヲ小池神社ト改称。

（6）村社諏訪社（寿村大字小赤）

創立年月不詳。本村ノ内旧小池村ノ産土神タリ。明治五年一一月、村社二列ス。
明治四一年八月一八日、東ノ宮諏訪社八幡社合殿へ合併シ社号ヲ小池神社ト改称ス。

（7）村社諏訪社（寿村大字小赤）

創立年月不詳。本村ノ内旧赤木村ノ産土神タリ。明治五年一一月、村社二列ス。
明治四三年九月一〇日、神撰幣吊料供進指定。

（8）村社諏訪社・津島社合殿（寿村大字小赤）

創立年月不詳。本村ノ内旧赤木村ノ産土神タリ。明治五年一一月、村社二列ス。
明治四三年九月一〇日、神撰幣吊料供進指定。

（9）村社諏訪社（寿村大字豊丘字一位）

創立年月不詳。本村ノ内旧白川村ノ産土神タリ。明治五年一一月、村社二列ス。
明治四一年九月五日、村社諏訪社・白山社合殿ヲ本社へ合併許可。
大正四年九月一〇日、神撰幣吊料供進指定。

（10）村社日吉社（寿村大字白瀬淵）

創立年月不詳。本村ノ内旧上瀬黒村ノ産土神タリ。明治五年一一月、村社二列ス。
明治四一年七月三日、無格社米沢社へ合併許可。

（ll）無格社稲荷社（寿村大字白瀬淵）

創立年月其他不詳。明治四一年六月二九日、大字白瀬淵字武村社諏訪社へ合併許可。

（12）無格社米沢社（寿村大字白瀬淵）

創立年月其他不詳。明治四一年七月三日、村社日吉社ヲ本社へ合併許可。
大正一〇年八月二六日、神饅幣吊料供進指定。

（13）無格社神明社（寿村大字豊丘字堀屋敷）

創立年月其他不詳。明治四二年四月一〇日、大字豊丘字烏宮村社諏訪社へ合併許可。

（14）無格社米沢社（寿村大字米沢）

創立年月其他不詳。明治四二年四月一〇日、大字豊丘字烏宮村社諏訪社へ合併許可。

（『長野県信濃国東筑摩郡神社明細帳』東筑摩郡役所（長野県立歴史館所蔵）より作成）
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②
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
に
お
け
る
語

　
　
り
の
位
相

　
表

3
は
、
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
一
～
四
に
収
録
さ

れ

た
「
村
落
に
お
け
る
戦
争
関
係
施
設
」
調
査
の
一
つ
で
あ
る
「
戦
時
中
に
行
わ
れ

た
祈
願
」
に
お
け
る
調
査
項
目
の
な
か
か
ら
、
次
の
五
項
目
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。

（（（
）））

（四
）

（五
）

弾
除
け
祈
願
、
徴
兵
忌
避
、
七
社
参
り
な
ど
で
訪
れ
た
寺
社
は
あ
る
か
。

兵
士
の
お
守
り
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
（
物
・
唱
え
言
な
ど
）
。

出
征
祈
願
や
武
運
長
久
祈
願
を
神
社
で
行
っ
た
か
。
①
い
つ
、
②
ど
の
よ

う
に
行
っ
た
か
（
戦
局
と
の
関
係
は
・
何
年
頃
か
）
。

帰
還
祝
い
を
神
社
で
行
っ
た
か
。
①
い
つ
、
②
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
（
戦

局
と
の
関
係
は
）
。

神
社
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
思
い
が
あ
っ
た
の
か
（
戦
中
・
戦
後
）
。
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表
3
　
戦
争
中
に
行
わ
れ
た
祈
願

調
査
地
域

話
者
の
生
年
月
日

出
征
月
日

戦
（
病
）
死
・
帰
還
年
月
日

項
　
　
目

北
海
道

大
正
一
〇
年
六
月
二
日
生

昭
和
一
七
年
一
月
入
隊

昭
和
二
一
年
一
月
帰
還

（
一
）　
　
　
千
人
針
、
寄
せ
書
き
、
五
銭
玉
。

青
森
県

大
正
九
年
二
月
四
日
生

昭
和
一
六
年
六
月
臨
時
召
集
、
七
月
入
隊

昭
和
二
〇
年
九
月
帰
還

（
一
）

岩
手
県

（
妻
）
大
正
一
三
年
一
二
月
六
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
七
年
一
〇
月
出
征
（
二
度
目
）

昭
和
一
九
年
四
月
一
二
日
戦
病
死

（
一
）　　
八

三
）
　
昭
和
一
七
年
の
頃
は
、
召
集
令
状
が
来
て
一
週
間
位
で
出
征
　
　
　
す
る
の
で
、
と
て
も
出
征
祈
願
や
武
運
長
久
祈
願
を
し
て
い
　
　
　
る
暇
は
な
か
っ
た
。
（
四
）
　
帰
還
せ
ず
戦
死
し
た
。
（
五
）
　
出
征
し
た
夫
の
無
事
を
祈
り
、
毎
月
八
幡
神
社
へ
お
参
り
に
　
　
　
行
っ
た
が
御
利
益
が
な
か
っ
た
。

山
形
県

大
正
一
一
年
一
月
二
六
日
生

昭

和
一
八
年
二
月
入
隊

昭
和
二
一
年
三
月
帰
還

（
一
）
　
特
に
な
し
。
（
二
）
　
特
に
は
知
ら
な
い
。
（
三
）
　
特
に
は
行
わ
な
か
っ
た
。
（
四
）
　
し
な
い
。
（
五
）
　
私
も
幼
少
の
時
か
ら
無
意
識
に
、
い
ろ
い
ろ
な
時
に
拝
む
も
　
　
　
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。

福
島
県

（
妻
）
明
治
四
四
年
六
月
一
〇
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
八
年
出
征
（
二
度
目
）

昭
和
一
九
年
九
月
二
二
日
戦
死

（
一
）
　
瀧
神
社
、
武
運
長
久
祈
願
。
（
二
）
　
「
武
運
長
久
」
な
ど
の
お
守
り
。
（
三
）
　
昭
和
一
八
年
頃
、
応
召
す
る
日
の
朝
、
出
征
す
る
者
が
独
り
　
　
　
で
お
参
り
し
て
、
出
征
祈
願
を
す
る
。
（
四
）
　
行
っ
て
い
な
い
。
（
五
）
　
戦
中
も
戦
後
も
「
鎮
守
様
」
と
い
う
意
識
。



伊藤純郎［戦時下の氏神］

調
査
地
域

話
者
の
生
年
月
日

出
征
月
日

戦
（
病
）
死
・
帰
還
年
月
日

項
　
　
目

茨
城
県

大
正
五
年
九
月
二
日
生

昭
和
一
六
年
八
月
出
征
（
二
度
目
）

昭
和
二
一
年
二
月
帰
還

（
一
）　
大

　
　
然

　
　
　
　
　

四
）
　
昭
和
二
一
年
二
月
、
復
員
直
後
。
家
に
帰
る
途
中
、
太
田
の
　
　
　
駅
を
降
り
た
所
で
、
太
田
の
法
然
寺
に
挨
拶
。

栃
木
県

（
妻
）
大
正
六
年
二
月
八
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
八
年
一
月
出
征

昭
和
一
九
年
一
二
月
三
一
日
戦
死

（
一
）　

埼
玉
県

大
正

七
年
九
月
一
〇
日
生

昭
和
］
八
年
九
月
出
征

昭
和
二
一
年
四
月
帰
還

（
一
）　
　
　　

三
）
　
出
征
す
る
と
き
、
神
社
に
集
ま
っ
た
と
き
に
し
た
。
改
め
て
　
　
　
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
（
四
）
　
神
社
で
は
し
な
か
っ
た
。
家
で
は
簡
単
だ
っ
た
が
し
た
。
（
五
）
　
戦
中
、
別
に
改
め
て
強
い
思
い
も
な
か
っ
た
。

埼
玉
県

（
妻
）
大
正
一
一
年
三
月
一
五
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
八
年
六
月
出
征

昭
和
二
〇
年
一
月
二
七
日
戦
病
死

（
二
　
特

三
）
自
分
の
場
合
は
な
か
っ
た
。
支
那
事
変
（
日
中
戦
争
）
の
時
　
　
　
は
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
（
四
）
　
戦
死
し
た
の
で
な
か
っ
た
。
（
五
）
　
特
に
変
化
は
な
い
。

千
葉
県

（
妻
）
大
正
七
年
二
月
一
六
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
八
年
一
〇
月
出
征

昭
和
二
〇
年
一
一
月
一
二
日
戦
病
死

（
一
）　
成

三
）
　
戦
時
中
、
鵜
森
稲
荷
神
社
、
家
族
で
参
拝
。
松
戸
神
社
（
鵜
　
　
　
森
稲
荷
神
社
に
は
神
主
が
い
な
い
た
め
松
戸
神
社
の
神
主
が
　
　
　
兼
帯
）
、
家
族
で
参
拝
。
（
四
）
な
し
。
（
五
）
　
戦
前
は
あ
り
が
た
い
存
在
だ
っ
た
。
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調
査
地

域

話
者
の
生
年
月
日

出
征
月
日

戦
（
病
）
死
・
帰
還
年
月
日

項
　
　
目

東
京
都

（妻）
大
正
一
〇
年
四
月
三
日
生
（
夫
）
大
正
四
年
八
月
九
日
生

昭
和
一
九
年
三
月
出
征

昭

和
二
〇
年
三
月
一
B
戦
死

（
一
）
　
な
い
。
（
二
）
　
わ
か
ら
な
い
。
（
三
）
　
自
宅
の
神
棚
や
仏
壇
に
は
祈
っ
た
け
れ
ど
も
、
神
社
へ
は
行
　
　
　
か
な
か
っ
た
。
（
四
）
行
っ
て
い
な
い
。
（
五
）
　
こ
の
地
域
に
関
し
て
言
え
ば
、
あ
ま
り
神
社
と
か
氏
神
と
か
　
　
　
意
識
し
て
い
な
い
と
思
う
。
駅
前
で
、
当
時
か
ら
商
業
地
だ
っ
　
　
　
た
し
、
住
民
の
出
入
り
も
結
構
あ
っ
た
し
。

神
奈
川
県

（
妻
）
大
正
＝
年
七
月
一
八
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
八
年
六
月
出
征

昭
和
一
九
年
二
月
六
日
戦
死

（
一
）

特
に

二
）
神
社
の
お
守
り
。
（
三
）
　
昭
和
一
八
年
～
二
〇
年
。
葉
山
の
総
鎮
守
と
い
わ
れ
、
堀
内
　
　
　
の
氏
神
で
も
あ
る
森
戸
大
明
神
が
近
く
に
あ
り
、
無
事
を
祈
　
　
　
願
し
た
。
（
四
）
戦
死
し
た
。
（
五
）
　
毎
月
一
日
か
一
五
日
に
、
氏
神
様
で
あ
る
森
戸
大
明
神
に
戦
　
　
　
前
か
ら
ず
っ
と
参
拝
し
て
い
る
。

神
奈
川
県

（
妻
）
大
正
九
年
二
月
二
八
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
八
年
四
月
出
征

昭
和
一
九
年
九
月
二
四
日
戦
病
死

（
］
）

神
奈
川
県

大
正
一
〇
年
八
月
六
日
生

昭
和
一
七
年
一
月
出
征

昭
和
二
〇
年
一
二
月
帰
還

（
一
）

特

二
）
神
社
の
お
守
り
。
（
三
）
　
出
征
時
、
浅
間
神
社
（
鎮
守
）
に
隣
組
・
友
人
・
会
社
関
係
・
　
　
　
親
族
等
が
集
ま
り
、
武
運
長
久
を
祈
願
し
、
神
主
か
ら
お
祓
　
　
　
い
を
受
け
た
。
（
四
）
　
昭
和
二
〇
年
一
二
月
八
日
復
員
し
、
自
宅
に
帰
る
前
に
鎮
守
　
　
　
の
浅
間
神
社
に
参
拝
し
た
。
祝
い
は
特
に
し
て
い
な
い
。
（
五
）
　
鎮
守
の
浅
間
神
社
に
は
い
つ
も
拝
礼
し
て
き
た
。

神
奈
川
県

大
正
八
年
一
一
月
一
〇
日
生

昭
和
一
五
年
一
二
月
出
征

昭
和
二
一
年
五
月
帰
還

（
一
）
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調
査
地
域

話
者
の
生
年
月
日

出
征
月
日

戦
（
病
）
死
・
帰
還
年
月
日

項
　
　
目

山
梨
県

大
正
五
年
一
一
月
一
五
日
生

昭
和
一
六
年
一
二
月
出
征

昭
和
一
二
年
三
月
帰
還

（
一
）　
応

二
）
小
型
の
お
守
り
。
（
三
）
満
州
事
変
、
日
中
戦
争
以
後
、
敗
戦
時
ま
で
、
社
前
へ
部
落
　
　
　
全
員
集
合
し
て
。
戦
局
と
は
関
係
な
く
。
（
四
）
　
敗
戦
後
帰
還
し
た
の
で
、
特
に
な
か
っ
た
。
（
五
）
　
昔
か
ら
村
の
氏
神
社
と
し
て
尊
崇
し
て
い
る
。
戦
中
は
み
ん
　
　
　
な
が
参
詣
し
祈
念
し
て
い
た
。

長
野
県

大
正
一
一
年
九
月
二
八
日
生

昭
和
一
八
年
四
月
出
征

昭
和
二
一
年
春
帰
還

（
一
）　　
千
人

新
潟
県

（
妻
）
大
正
一
一
年
三
月
二
一
日
生
（
夫
）
大
正
元
年
九
月
三
〇
日
生

昭
和
一
八
年
出
征

昭
和
二
〇
年
二
月
二
六
日
戦
死

（
一
）

岐
阜
県

大
正
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

昭
和
＝
ハ
年
四
月
出
征

昭
和
一
二
年
三
月
帰
還

（
一
）　
春千
人

三
）
　
太
平
洋
戦
争
開
戦
前
で
も
あ
り
、
と
く
に
し
な
か
っ
た
。
（
四
）
負
け
戦
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
近
所
に
は
戦
死
者
が
い
た
　
　
　
こ
と
か
ら
、
や
ら
な
か
っ
た
。
（
五
）
　
氏
神
は
、
部
落
を
治
め
て
い
く
中
心
で
あ
り
、
祖
先
を
ま
つ
　
　
　
る
と
い
う
こ
と
の
重
要
性
は
、
ひ
と
つ
の
戦
争
に
勝
っ
た
負
　
　
　
け
た
と
い
う
こ
と
で
変
化
す
る
も
の
と
は
思
わ
な
い
。

富
山
県

大
正
一
三
年
四
月
二
一
日
生

昭
和
一
九
年
九
月
入
隊

昭
和
二
一
年
　
月
帰
還

（
一
）

三
）
行
っ
て
い
な
い
。
（
四
）
行
か
な
か
っ
た
。

石

川
県

大
正
八
年
五
月
四
日
生

昭
和
一
四
年
一
二
月
入
隊

昭
和
一
＝
年
五
月
帰
還

（
一
）　
　
　

三
）
　
入
営
時
。
八
幡
神
社
で
、
村
の
人
々
が
集
ま
っ
て
挨
拶
や
万
　
　
　
歳
三
唱
な
ど
を
行
っ
た
。
（
四
）
行
わ
な
か
っ
た
。
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調
査
地
域

話
者
の
生
年
月
日

出
征
月
日

戦
（
病
）
死
・
帰
還
年
月
日

項
　
　
目

福
井
県

（
妻
）
大
正
四
年
五
月
七
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
八
年
九
月
出
征

昭
和
二
〇
年
七
月
二
九
日
戦
病
死

（
一
）　　

　　
　
紙
が

三
）
　
上
新
庄
の
神
社
は
う
っ
そ
う
と
し
て
い
て
、
薄
気
味
の
悪
い
　
　
　
や
な
所
で
、
あ
っ
た
。
戦
没
者
の
祭
は
し
て
き
て
い
な
い
。
（
四
）
　
戦
争
中
の
帰
還
兵
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
　
　
　
れ
の
家
で
や
っ
た
の
だ
ろ
う
。
体
が
悪
く
て
戦
争
に
行
く
こ
　
　
　
と
の
で
き
な
い
人
は
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
て
い
た
く
ら
い
　
　
　
な
の
だ
か
ら
。
村
葬
な
ど
覚
え
て
い
な
い
。

福
井
県

大
正
七
年
五
月
一
四
日
生

昭
和
一
七
年
＝
月
出
征
（
二
度
目
）

昭
和
二
二
年
六
月
帰
還

（
一
）　
　　
　
　
　
て

　
　

五
）
　
神
社
は
今
も
正
月
と
祭
り
に
参
拝
す
る
。

長
崎
県

大
正
一
三
年
一
月
一
日
生

昭
和
一
九
年
三
月
入
隊

昭
和
二
三
年
九
月
帰
還

（
一
）

特

二
）
　
本
人
が
神
社
の
お
守
り
を
持
っ
て
い
っ
た
。
（
三
）
　
出
征
祈
願
の
三
社
参
り
。
瑞
穂
の
岩
戸
サ
ン
（
岩
戸
神
社
）
、
　
　
　
八
斗
木
の
オ
テ
ン
サ
ン
（
鳥
免
神
社
）
、
多
比
良
の
コ
ン
ピ
　
　
　
ラ
サ
ン
（
琴
平
神
社
）
。
（
四
）
特
に
な
し
。
（
五
）
　
自
分
の
家
族
だ
け
で
な
く
、
（
村
の
）
み
ん
な
も
元
気
で
帰
っ
　
　
　
て
く
る
よ
う
に
と
お
参
り
し
て
い
た
。

滋
賀
県

大
正
六
年
四
月
一
八
日
生

昭
和
一
八
年
二
月
出
征
（
二
度
目
）

昭
和
二
二
年
七
月
二
〇
日
帰
還

（
一
）

三
重
県

大
正
九
年
四
月
四
日
生

昭
和
一
六
年
三
月
出
征

昭
和
一
二
年
二
月
帰
還

（
一
）　
伊

　
千
人
針
。
（
三
）
　
出
征
ま
で
に
、
「
タ
チ
フ
ル
マ
イ
」
と
い
っ
て
親
戚
で
お
酒
を
　
　
　
飲
ん
だ
。
（
四
）
特
に
な
い
。
（
五
）
　
別
に
な
し
。
仕
方
が
な
い
と
思
っ
た
。

京
都
府

（
妻
）
大
正
四
年
九
月
一
五
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
七
年
一
〇
月
出
征

昭
和
二
一
年
四
月
二
九
日
戦
病
死

（
一
）　
夫
の

　
　

二
）
　
わ
か
ら
な
い
。
（
三
）
　
滋
賀
県
の
神
社
（
名
前
は
不
詳
）
へ
祈
願
に
出
か
け
た
。
（
五
）
　
あ
ま
り
な
い
。
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調
査
地
域

話
者
の
生
年
月
日

出
征
月
日

戦
（
病
）
死
・
帰
還
年
月
日

項
　
　
目

大
阪
府

（
妻
）
大
正
六
年
三
月
七
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
四
年
八
月
出
征

昭
和
　
八
年
二
月
三
日
戦
死

（
一
）　
隣
の

八
阪

　
　
下
松

　
　
参

　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
府

大

正
一
二
年
八
月
三
日

昭
和
一
九
年
四
月
出
征

昭
和
二
〇
年
九
月
帰
還

（
一
）　
　
　
　　
特

兵
庫
県

大

正
一
〇
年
一
一
月
一
七
日
生

昭
和
］
七
年
一
月
出
征

昭
和
二
二
年
五
月
帰
還

（
一
）　
千
人
針
、
お
守
り
袋
。

島
根
県

（
妻
）
大
正
六
年
二
月
二
〇
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
八
年
一
二
月
出
征

昭
和
二
〇
年
六
月
＝
一
日
戦
死

（
一
）　
本
人
は

　
　
　
　

　
　
た
と
い
う
。
（
二
）
　
千
人
針
。
日
中
戦
争
へ
出
征
の
時
は
、
後
か
ら
本
人
に
送
っ
　
　
　
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
く
覚
え
て
い
な
い
。
千
人
針
に
五
　
　
　
銭
硬
貨
を
縫
い
込
む
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
（
三
）
行
っ
て
い
な
い
。
（
五
）
　
（
今
か
ら
思
え
ば
）
に
わ
か
信
心
で
は
御
蔭
が
な
い
。

島
根
県

大
正

八
年
一
〇
月
一
六
日
生

昭
和
一
四
年
一
二
月
出
征

昭
和
二
一
年
五
月
帰
還

（
一
）　
氏

　
　
　
　
や
は

二
）
　
寄
せ
書
き
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
お
守
り
で
は
な
い
が
、
　
　
　
認
識
票
に
弾
が
あ
た
っ
た
た
め
に
命
拾
い
し
た
と
の
話
は
聞
　
　
　
い
た
こ
と
が
あ
る
。
（
三
）
出
征
前
、
氏
神
社
。
（
四
）
帰
還
の
翌
日
。
（
五
）
　
氏
神
の
御
蔭
で
マ
メ
に
帰
還
で
き
た
と
思
う
。

255



国立歴史民俗博物館研究報告

　第147集2008年12月

調
査
地
域

話
者
の
生
年
月
日

出
征
月
日

戦
（
病
）
死
・
帰
還
年
月
日

項
　
　
目

広
島
県

大
正
七
年
二
月
一
二
日
生

昭
和
一
四
年
一
月
出
征

昭
和
二
一
年
六
月
帰
還

（
一
）　
安
芸
真

　
　
退

二
）
　
千
人
針
、
家
族
の
写
真
。
（
三
）
　
昭
和
一
〇
年
代
、
小
学
校
校
庭
で
、
村
長
以
下
村
民
総
出
で
　
　
　
行
な
っ
て
い
た
。
戦
時
中
、
氏
神
社
の
境
内
や
階
段
を
、
小
　
　
　
学
校
（
国
民
学
校
）
児
童
が
月
一
～
二
回
掃
除
を
し
て
い
た
。
（
五
）
　
氏
神
社
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

山
口
県

（
妻
）
大
正
六
年
二
月
一
六
日
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
二
年
八
月
出
征

昭
和
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
戦
死

（
一
）　

徳
島
県

大
正
一
五
年
六
月
一
五
日
生

昭
和
一
六
年
一
月
出
征

昭
和
二
二
年
五
月
帰
還

（
一
）　
武
運

　

三
）
　
昭
和
一
五
年
一
二
月
頃
、
戦
地
に
赴
く
に
当
っ
て
、
氏
神
で
　
　
　
あ
る
上
一
宮
大
粟
神
社
で
武
運
長
久
を
祈
願
し
た
。
神
官
に
　
　
　
よ
る
お
祓
い
。
（
四
）
　
昭
和
二
二
年
五
月
頃
、
氏
神
の
上
一
宮
大
粟
神
社
で
行
っ
た
。
　
　
　
個
人
に
よ
る
帰
還
祝
い
。
（
五
）
　
戦
地
で
は
、
神
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
は
無
理
で
、
神
に
も
　
　
　
で
き
な
い
こ
と
も
有
る
と
た
び
た
び
思
っ
た
。

香
川
県

大
正
一
二
年
四
月
三
〇
日
生

昭
和
一
九
年
一
・
二
月
出
征

昭
和
二
〇
年
一
〇
月
帰
還

（
一
）　
武
運

　
　
ん

（金
刀

比

　
氏
神
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調
査
地
域

話
者
の
生
年
月
日

出
征
月
日

戦
（
病
）
死
・
帰
還
年
月
日

項
　
　
目

高
知
県

大
正

＝
二
年
五
月
四
日
生

昭
和
一
九
年
九
月
出
征

昭
和
二
一
年
九
月
帰
還

（
一
）　
私
達
の
村
で

　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
そ

ん

　
　
に

福
岡
県

（
妻
）
大
正
九
年
六
月
二
五
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
六
年
一
〇
月
出
征

昭
和
二
〇
年
六
月
三
〇
日
戦
死

（
一
）　
福

　
　　
特

三
）
　
福
岡
市
西
公
園
隣
「
発
ち
返
り
の
神
」
（
詳
細
不
明
）
や
高
良
　
　
　
山
。
（
四
）
　
覚
え
て
い
な
い
が
、
戦
死
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
、
村
　
　
　
で
は
や
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
（
五
）
　
地
域
の
大
事
な
場
所
。

福
岡
県

（
妻
）
大
正
九
年
一
一
月
一
〇
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
七
年
一
二
月
出
征

昭
和
一
九
年
一
〇
月
一
二
日
戦
病
死

（
一
）

佐
賀
県

（
妻
）
大
正
三
年
一
月
二
二
日
生
（
夫
）
大
正
二
年
一
二
月
二
五
日
生

昭
和
一
四
年
　
二
月
出
征

昭

和
一
六
年
二
月
三
〇
日
戦
病
死

（
一
）

二
）
　
お
守
り
札
、
千
人
針
な
ど
。
（
三
）
　
夫
を
出
征
さ
せ
た
後
（
昭
和
一
四
年
以
後
）
、
個
人
的
に
祈
っ
　
　
　
た
（
祈
願
行
事
と
し
て
神
社
で
実
施
は
し
て
い
な
い
）
。
（
四
）
な
い
。
（
五
）
　
霊
の
存
在
を
信
じ
る
。
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調
査
地
域

話
者
の
生
年
月
日

出
征
月
日

戦
（
病
）
死
・
帰
還
年
月
日

項
　
　
目

熊
本
県

（
妻
）
大
正
一
二
年
八
月
五
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
九
年
五
月
出
征

昭
和
二
二
年
四
月
三
日
戦
病
死

（
一
）

大
分
県

（
妻
）
大
正
六
年
一
月
三
日
生
（
夫
）
生
年
月
日
不
明

昭
和
一
八
年
六
月
出
征

昭
和
二
〇
年
三
月
二
一
日
戦
死

（
一
）

特
に

鹿
児
島
県

大
正
九
年
一
一
月
二
五
日
生

昭
和
一
六
年
二
月
出
征

昭
和
一
＝
年
六
月
帰
還

（
一
）　
父
母
が
家
で
二

258

　
表
3
か
ら
、
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
に
お
け
る
語
り

の
特
徴
と
し
て
、
次
の
五
点
が
指
摘
で
き
る
。

　
第
一
点
は
、
話
者
の
私
的
な
個
人
レ
ベ
ル
の
「
戦
争
体
験
」
と
話
者
を
含
む
家
族

や
話
者
が
生
活
す
る
村
落
の
集
団
レ
ベ
ル
の
「
戦
争
体
験
」
が
混
在
し
て
語
ら
れ
、

記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
出
征
ー
帰
還
」
（
男
）
、
「
出
征
ー

戦

（病
）
死
」
（
女
）
と
い
う
戦
時
下
に
お
け
る
出
来
事
が
、
出
征
兵
士
や
家
族
だ

け
で
な
く
、
出
征
家
族
が
生
活
す
る
村
落
に
と
っ
て
重
要
な
社
会
的
な
出
来
事
で
あ

り
、
「
戦
争
体
験
」
と
い
う
記
憶
が
個
人
（
私
的
）
と
国
家
（
公
的
・
社
会
的
）
と

に
分
節
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
補
完
的
な
構
造
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
。

　
第
二
点
は
、
「
戦
争
体
験
」
に
は
自
身
が
直
接
経
験
し
た
文
字
通
り
の
体
験
と
心

情
の

両
面
が
含
ま
れ
、
体
験
と
心
情
が
融
合
し
た
記
憶
が
「
戦
争
体
験
」
と
し
て
語

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
「
戦
友
が
戦
死
も
し
く
は
戦
病

死

し
た
元
兵
士
」
（
男
）
の
場
合
は
自
身
が
経
験
し
た
事
実
を
比
較
的
忠
実
に
戦
争

体
験
と
し
て
語
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、
「
夫
が
戦
死
も
し
く
は
戦
病
死
し
た
妻
」

（女
）
の
場
合
は
「
帰
還
祝
い
」
に
関
す
る
回
答
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
夫
だ
け

で

な
く
村
落
か
ら
出
征
し
た
兵
士
に
対
す
る
心
情
を
語
る
こ
と
が
多
い
傾
向
が
う
か

が
え
る
。

　
第
三
点
は
、
話
者
の
体
験
（
外
地
の
戦
闘
行
為
に
参
加
し
た
か
、
自
分
自
身
が
死

の

危
機
に
直
面
し
た
か
）
、
話
者
が
生
活
し
た
地
域
（
戦
闘
地
か
、
空
襲
を
受
け
た

か
、
戦
死
者
が
多
か
っ
た
か
）
、
話
者
が
戦
争
を
体
験
し
た
時
期
（
太
平
洋
戦
争
開

戦
前
後
か
、
日
本
の
戦
局
が
悪
化
し
た
頃
か
、
終
戦
直
前
か
）
の
違
い
を
要
因
と
し
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て
、
話
者
の
戦
争
体
験
の
語
り
は
さ
ま
ざ
ま
の
諸
相
を
帯
び
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

例

え
ば
（
三
）
「
出
征
祈
願
や
武
運
長
久
祈
願
」
に
対
す
る
語
り
は
、
出
征
祈
願
や

武
運
長
久
祈
願
を
本
人
（
独
り
）
・
家
族
・
村
落
単
位
で
行
っ
た
と
い
う
も
の
か
ら
、

「自
分
の
と
き
は
な
か
っ
た
」
「
と
て
も
し
て
い
る
暇
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
も
の
ま

で
幅
広
い
。
ま
た
、
（
四
）
「
帰
還
祝
い
」
に
つ
い
て
は
、
帰
還
し
た
時
期
の
戦
況
と

の

関
係
で
「
行
わ
な
か
っ
た
」
と
い
う
語
り
が
比
較
的
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
出
征

兵
士
の

歓
送
や
見
送
り
、
送
別
会
や
祈
願
祭
な
ど
の
行
事
に
代
表
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ

る
「
赤
紙
の
祭
」
に
は
、
各
師
団
や
連
隊
か
ら
だ
さ
れ
た
指
示
事
項
や
徴
兵
・
兵
事

に
関
す
る
行
政
史
料
と
も
異
な
る
落
差
や
地
域
的
・
時
期
的
・
個
人
的
な
差
異
が
見

ら
れ
る
。
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
語
り
の
落
差
と
差
異
こ
そ
が
「
赤
紙
の
祭
」
の
実
態

に
他
な
ら
な
い
。

　
第
四
点
は
、
話
者
の
語
り
や
調
査
者
の
記
録
が
「
戦
争
体
験
」
か
ら
半
世
紀
以
上

経
過

し
た
平
成
一
四
・
一
五
年
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
「
戦
争
体

験
の
語
り
」
に
は
、
現
在
と
い
う
時
と
場
か
ら
想
起
さ
れ
問
い
直
さ
れ
た
、
話
者
の

「
戦
争
体
験
」
と
「
戦
後
体
験
」
と
い
う
記
憶
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の

こ
と
は
、
（
五
）
「
神
社
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
思
い
が
あ
っ
た
か
（
戦
中
・
戦
後
）
」

に
対
す
る
、
「
夫
が
戦
死
も
し
く
は
戦
病
死
し
た
妻
」
（
女
）
と
「
戦
友
が
戦
死
も
し

く
は
戦
病
死
し
た
元
兵
士
」
（
男
）
の
語
り
の
違
い
か
ら
う
か
が
え
る
。
「
御
利
益
が

な
か
っ
た
」
「
戦
時
中
は
、
祈
願
す
れ
ば
神
仏
の
ご
加
護
が
あ
る
と
信
じ
」
と
い
う

語
り
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
夫
の
戦
病
死
と
い
う
現
実
を
前
に
無
念
の
思
い
が
滲

み

出
て
い
る
妻
の
語
り
と
は
対
照
的
に
、
「
実
際
生
き
て
帰
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
八

幡
様
の
お
蔭
」
「
氏
神
の
御
蔭
で
マ
メ
に
帰
還
で
き
た
」
か
ら
「
強
い
思
い
も
な
か
っ

た
」
「
神
に
頼
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
が
な
か
っ
た
」
ま
で
幅
が
あ
る
と
は
い
え
、
元

兵
士
の
語
り
に
は
、
戦
友
を
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
無
念
の
思
い
よ
り
も
、
む
し
ろ
無

事
帰
還
し
、
戦
病
死
し
た
戦
友
の
分
も
含
め
て
戦
後
半
世
紀
を
生
き
抜
い
た
と
い
う

誇
り
が
表
れ
て
い
る
。

　
第
五
点
は
、
「
戦
争
体
験
」
と
い
う
記
憶
の
語
り
と
記
録
は
、
語
り
手
で
あ
る
話

者
と
聞
き
手
で
あ
る
調
査
者
と
の
対
面
上
の
相
互
作
用
に
よ
り
構
築
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
た
め
に
、
「
戦
争
体
験
」
と
い
う
記
憶
の
語
り
に
は
、
話
者
個
人
の
多
種
多
様

な
語
り
と
、
戦
友
を
亡
く
し
た
、
夫
が
戦
病
死
し
た
と
い
う
体
験
を
共
有
す
る
話
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
あ
る
種
共
通
し
た
語
り
の
両
面
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
『
神
社
誌
』
に
お
け
る
語
り
の
特
徴
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

③
『
神
社
誌
』
に
お
け
る
語
り
の
位
相

　
『
神
社
誌
』
に
お
け
る
戦
時
下
の
神
社
と
氏
子
生
活
や
「
戦
争
と
氏
神
」
に
関
す

る
語
り
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
六
三
）
　
村
社
　
一
位
諏
訪
神
社
　
白
川
区

　
　
　
・
入
営
兵
、
応
召
兵
の
武
運
長
久
祈
願
は
必
ず
行
は
れ
る
が
、
専
任
神
職
が

　
　
　
な
い
為
、
区
民
親
戚
一
同
と
共
に
参
詣
し
万
才
を
三
唱
す
る
程
度
に
と
ど
ま

　
　
　
つ
て
ゐ
る
。
又
帰
還
し
た
際
は
、
本
人
が
参
詣
し
て
ゐ
る
位
で
あ
る
。

　
　
　
・
白
姫
区
の
諏
訪
白
山
社
の
社
趾
に
は
石
碑
を
建
て
て
モ
ト
ミ
ヤ
と
称
し
、

　
　
　
一
位
諏
訪
神
社
例
祭
後
に
部
落
民
だ
け
で
例
祭
を
行
ふ
が
、
宮
惣
代
は
関
係

　
　
　
し
な
い
。
又
同
区
出
身
の
入
営
兵
、
応
召
兵
は
モ
ト
ミ
ヤ
で
武
運
長
久
を
行

　
　
　
ふ
を
例
と
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
・
入
営
兵
、
応
召
兵
は
武
運
長
久
祈
願
を
し
て
出
発
す
る
こ
と
は
前
述
の
如

　
　
　
く
で
あ
る
が
、
そ
の
家
族
の
朔
日
詣
り
、
三
日
詣
り
等
も
多
く
な
つ
て
来
て

　
　
　
ゐ
る
。

　
　
（
六
四
）
　
村
社
　
諏
訪
社
　
竹
淵
区

　
　
　
・
現
在
で
は
戦
勝
祈
願
、
武
運
長
久
祈
願
が
社
前
に
於
て
記
念
日
等
に
し
ば

　
　
　
ー
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
専
任
の
神
職
が
居
ら
ぬ
た
め
祭
祀
は
行
は
な
い
。

　
　
　
・
入
営
、
応
召
の
場
合
に
は
、
本
人
が
参
詣
す
る
。
区
民
一
同
親
戚
の
者
は

　
　

神
社
迄
見
送
り
、
社
前
に
於
て
、
本
人
の
挨
拶
後
万
才
三
唱
、
最
後
に
お
御

　
　

酒
を
い
た
“
く
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
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・
帰
還
の
場
合
に
は
本
人
が
参
詣
す
る
。
な
ほ
入
営
応
召
者
は
出
征
の
際
氏

神
様
に
お
詣
り
す
る
外
、
必
づ
お
寺
へ
詣
る
こ
と
に
し
て
ゐ
る
。

　
・
お
寺
で
は
お
守
り
を
授
け
、
仏
前
で
祈
願
し
て
く
れ
る
こ
と
に
し
て
ゐ
る
。

　
・
平
時
に
於
て
は
目
下
の
大
東
亜
戦
開
始
以
来
一
部
の
区
の
み
で
は
当
番
を

も
う
け
て
日
参
を
行
つ
て
ゐ
る
。

　
・
入
営
、
応
召
の
際
は
前
述
の
如
く
で
あ
り
、
家
人
は
こ
の
間
朔
日
詣
り
、

十
五
日
、
又
は
オ
ハ
チ
ン
チ
の
詣
り
を
行
つ
て
ゐ
る
。

（六

五
）
村
社
　
諏
訪
神
社
　
小
池
区

　
・
入
営
、
応
召
の
場
合
に
は
本
人
が
参
詣
す
る
。
区
民
一
同
親
戚
の
者
は
、

神
社
迄
見
送
り
、
社
前
に
於
て
本
人
の
挨
拶
万
才
三
唱
、
最
後
に
御
神
酒
を

　
い
た
“
く
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。

　
・
帰
還
の
場
合
に
は
本
人
が
参
詣
す
る
。

（六

六
）
村
社
　
上
ノ
宮
諏
訪
社
　
赤
木
区

　
・
随
時
行
ふ
神
事
と
し
て
は
誰
か
が
出
征
す
る
際
に
は
必
ず
参
拝
を
し
武
運

を
祈
る
。
又
出
征
す
る
際
に
境
内
の
土
砂
を
一
つ
か
み
と
つ
て
お
守
り
と
し

　
て
行
く
人
も
あ
る
。
戦
争
中
区
全
体
と
し
て
戦
勝
祈
願
、
武
運
長
久
祈
願
の

祭
典
が
あ
り
又
部
落
よ
り
代
表
を
立
て
て
諏
訪
上
下
社
に
毎
月
参
拝
す
る
。

　
又
帰
還
す
る
と
個
人
に
て
御
礼
参
り
を
な
す
。

（六

八
）
村
社
　
諏
訪
神
社
　
百
瀬
区

　
・
随
時
の
神
事
に
関
し
て
は
、
出
征
の
際
は
、
必
ら
ず
部
落
全
体
境
内
に
集

　
合

し
て
出
征
者
の
武
運
長
久
を
心
よ
り
祈
り
、
な
ほ
毎
年
二
回
位
は
区
民
に

　
よ
り
て
戦
勝
祈
願
、
武
運
長
久
の
祭
典
を
行
ひ
、
帰
還
兵
士
は
御
礼
詣
り
を

　
す
る
の
で
あ
る
。

（六
九
）
村
社
　
米
沢
社
　
上
瀬
黒
区

　
・
戦
勝
祈
願
、
武
運
長
久
祈
願
の
祭
典
が
あ
り
、
出
征
兵
、
帰
還
兵
何
れ
も

　
個
人
又
は
村
人
に
迎
へ
ら
れ
、
送
ら
れ
参
拝
す
る
の
で
あ
る
。
他
神
社
と
は

　
別
に
関
係
は
無
い
。

　
簡
潔
な
記
述
な
が
ら
も
、
寿
村
の
氏
神
で
は
出
征
兵
士
や
帰
還
兵
士
に
対
す
る
「
赤

紙
の
祭
り
」
が
大
字
・
区
・
部
落
レ
ベ
ル
（
以
下
、
ム
ラ
と
表
記
）
や
個
人
・
家
族

レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
柳
田
が
語
る
「
神
社
に
対
す
る
信
仰
は

戦
争
は
じ
ま
つ
て
以
来
め
ざ
め
て
来
て
ゐ
る
」
こ
と
が
『
神
社
誌
』
か
ら
も
裏
付
け

ら
れ
る
。

　
さ
て
、
『
神
社
誌
』
に
お
け
る
語
り
の
特
徴
と
し
て
は
、
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。

　
第
一
点
は
、
村
長
・
区
長
・
宮
惣
代
・
神
官
と
い
っ
た
寿
村
で
公
職
を
も
つ
話
者

の

個
人
の
語
り
が
、
そ
の
ま
ま
ム
ラ
の
集
団
の
語
り
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り

わ

け
、
区
長
・
宮
惣
代
・
神
官
の
語
り
は
ム
ラ
の
氏
神
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
語

る
に
最
も
適
し
た
話
者
に
よ
る
語
り
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
筆
者

が
注

目
す
る
の
は
神
官
の
語
り
で
あ
る
。
寿
村
に
は
、
下
瀬
黒
区
に
居
住
す
る
M
と

笹
賀
村
に
居
住
す
る
K
と
い
う
二
人
の
神
官
が
い
た
。
神
官
M
（
大
正
四
年
一
〇
月

生
）
は
、
歩
兵
第
百
五
十
連
隊
の
臨
時
召
集
が
解
除
さ
れ
、
再
び
鉄
道
第
十
七
連
隊

に
臨
時
召
集
さ
れ
る
状
況
の
な
か
で
三
社
の
氏
神
の
話
者
を
つ
と
め
た
が
、
い
わ
ば

他
所
の
村
に
居
住
す
る
神
官
K
は
話
者
と
な
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
『
神
社
誌
』

で

は
、
「
神
職
」
「
祭
」
だ
け
で
な
く
、
「
神
社
を
め
ぐ
る
氏
子
生
活
」
を
熟
知
し
、
「
戦

争
体
験
」
を
有
す
る
神
官
に
よ
る
ム
ラ
の
語
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　
第
二
点
は
、
話
者
の
個
人
の
私
的
な
語
り
ま
で
も
が
ム
ラ
の
公
的
な
語
り
と
な
る

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
（
六
四
）
諏
訪
社
　
竹
淵
区
」
に
お
け
る
「
入
営
応
召
者

は

出
征
の
際
氏
神
様
に
お
詣
り
す
る
外
、
必
づ
お
寺
へ
詣
る
こ
と
に
し
て
ゐ
る
」
「
お

寺
で
は
お
守
り
を
授
け
、
仏
前
で
祈
願
し
て
く
れ
る
こ
と
に
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
記

録

は
、
寿
村
長
（
昭
和
一
八
年
四
月
就
任
）
で
竹
淵
区
に
あ
る
正
蓮
寺
の
檀
家
総
代

を
つ
と
め
る
話
者
F
の
語
り
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
正
蓮
寺
は
、
「
花
祭
リ
、

ネ
ハ
ン
会
、
施
餓
鬼
、
成
道
会
」
な
ど
の
恒
例
布
教
・
「
檀
家
ノ
家
庭
二
於
テ
、
又

ハ
学
校
」
で
の
臨
時
布
教
（
年
六
〇
回
）
、
野
溝
少
年
団
や
正
蓮
寺
託
児
所
な
ど
の
「
公

益
事
業
」
、
「
社
会
事
業
二
社
会
民
心
ノ
要
導
ノ
為
童
話
、
講
演
、
紙
芝
居
等
」
の
「
処
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務
」
を
積
極
的
に
行
っ
た
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
話
者
F
は
他
の
二
人
と
と
も
に
檀
家

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

総
代

を
つ
と
め
て
い
た
。
話
者
F
に
よ
る
「
入
営
応
召
者
は
出
征
の
際
氏
神
様
に
お

詣
り
す
る
外
、
”
必
づ
”
お
寺
へ
詣
る
こ
と
に
し
て
ゐ
る
」
「
お
寺
で
は
お
守
り
を
授

け
、
仏
前
で
祈
願
し
て
く
れ
る
こ
と
に
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
語
り
は
、
正
蓮
寺
檀
家

の

出
征
兵
士
に
は
該
当
し
て
も
、
檀
家
以
外
の
兵
士
に
は
該
当
し
な
い
。
し
か
し
、

寿
村
村
長
で
正
蓮
寺
総
代
、
し
か
も
以
前
に
竹
淵
区
長
を
歴
任
し
た
話
者
F
の
語
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

は
、
竹
淵
区
の
語
り
と
し
て
『
神
社
誌
』
に
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
点
に
留
意
す
る
な
ら
ば
、
小
野
謹
吾
が
調
査
・
作
成
し
た
（
六
三
）
白

川
区
　
一
位
諏
訪
神
社
の
『
神
社
誌
』
の
記
述
が
最
も
詳
細
と
な
っ
た
理
由
と
し
て

は
、
前
述
し
た
理
由
に
加
え
、
話
者
の
語
り
が
そ
の
ま
ま
ム
ラ
の
語
り
と
し
て
記
録

で

き
る
よ
う
に
、
話
者
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
氏
神
と
祭
り
や
氏
子

生

活

に
つ
い
て
は
F
神
官
・
A
元
宮
惣
代
と
三
名
の
現
宮
惣
代
（
B
・
C
・
G
）
、

氏

神
と
村
治
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
D
白
川
区
長
・
1
白
姫
区
長
、
戦
争
下
の
氏
神

の

状
況

に
つ
い
て
は
E
神
社
の
前
の
家
・
H
古
老
と
、
彼
ら
の
個
人
の
語
り
が
同
じ

公
職
の
複
数
の
語
り
を
へ
て
ム
ラ
の
集
団
の
語
り
と
し
て
記
録
で
き
る
よ
う
に
、
話

者
が
選
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
点
は
、
話
者
の
語
り
が
『
神
社
誌
』
が
記
録
さ
れ
る
過
程
で
「
仮
想
例
」
が

果
た

し
た
役
割
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
「
仮
想
例
」
は
、
中
央
委
員
で
あ
っ
た
洗

馬
村
国
民
学
校
（
現
塩
尻
市
立
洗
馬
小
学
校
）
訓
導
宮
沢
信
夫
を
は
じ
め
と
す
る
同

校
の
教
員
が
、
同
村
大
字
太
田
の
氏
子
か
ら
聞
き
取
り
を
し
て
作
成
し
た
村
社
諏
訪

神
社
の
『
神
社
誌
』
で
、
東
筑
摩
郡
『
神
社
誌
』
は
こ
の
「
仮
想
例
」
を
雛
形
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

て

作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
神
社
誌
』
が
「
仮
想
例
」
を
雛
形
に
作
成
さ
れ
た
結
果
、

『神
社
誌
』
は
統
一
さ
れ
た
調
査
項
目
に
も
と
づ
き
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
た
記
録

と
な
る
一
方
で
、
話
者
の
ム
ラ
の
語
り
は
「
仮
想
例
」
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
再

構
成
さ
れ
、
「
仮
想
例
」
を
媒
介
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

④
『
神
社
誌
』
に
お
け
る
記
録
（
資
料
）
と
語
り

　
本
節
で
は
『
神
社
誌
』
の
記
述
を
、
記
録
（
資
料
）
の
視
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

具
体
的
に
は
「
神
社
を
め
ぐ
る
氏
子
生
活
」
に
着
目
し
、
ま
ず
、
「
氏
神
と
学
校
教

育
」
、
続
い
て
、
「
氏
神
と
村
治
」
に
関
す
る
記
述
を
寿
村
国
民
学
校
や
寿
村
役
場
所

蔵
資
料
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
。

　
　
　
「
式
に
参
列
す
る
人
々
は
現
在
学
校
長
、
受
持
巡
査
、
区
長
、
宮
惣
代
、
青
年
団
、

　
　
学
校
生
徒
児
童
で
あ
る
」
「
現
在
で
は
少
年
団
や
青
年
団
と
し
て
毎
月
一
回
位

　
　
宛
神
社
清
掃
を
行
つ
て
ゐ
る
が
、
以
前
に
は
子
供
は
別
に
宮
仕
へ
の
仕
事
は
な

　
　
く
、
若
衆
だ
け
が
祭
り
の
飾
付
け
等
に
参
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
少
年
団

　
　
は
清
掃
以
外
に
毎
月
一
日
、
十
五
日
の
神
社
参
拝
を
行
ひ
、
例
祭
に
は
祭
式
に

　
　
参
列
す
る
」
（
六
三
　
白
川
区
　
一
位
諏
訪
神
社
）
。

　
　
　
「
式
に
参
列
す
る
人
々
に
は
、
各
種
団
体
長
一
名
づ
・
、
及
び
学
校
長
、
部

　
　
落
氏
子
、
児
童
等
で
あ
る
」
「
入
学
後
少
年
団
員
と
し
て
は
、
一
二
年
生
も
加

　
　
へ
て
月
二
回
一
日
と
十
五
日
に
神
社
参
拝
を
、
月
一
回
神
社
の
清
掃
の
奉
仕
を

　
　
行
つ
て
ゐ
る
が
、
昔
の
子
供
が
ど
う
い
ふ
こ
と
を
し
て
ゐ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
」

　
　
（
六
四
　
竹
淵
区
　
諏
訪
社
）
。

　
　
　
「
子
供
だ
け
が
神
社
に
関
係
す
る
事
は
特
別
な
い
が
一
日
、
十
五
日
の
神
社

　

参
拝

と
お
宮
の
掃
除
（
月
二
回
）
は
行
は
れ
て
ゐ
る
」
（
六
五
　
小
池
区
　
諏

　

訪
神
社
）
。

　
　

「
子
供
等
だ
け
神
社
に
関
与
す
る
風
は
格
別
な
い
。
近
年
少
年
団
が
出
来
て

　

境
内
の
掃
除
を
つ
と
め
る
」
（
六
六
　
赤
木
区
　
上
ノ
宮
諏
訪
神
社
）
。

　
　

「
子
供
丈
で

神
社
に
関
係
す
る
様
な
事
は
格
別
な
い
が
、
近
年
少
年
団
に
依

　
　
る
境
内
の
掃
除
で
あ
る
。
毎
月
一
日
、
十
五
日
早
朝
参
拝
を
な
し
た
る
後
清
掃

　
　
に
か
・
る
の
で
あ
る
。
な
ほ
少
年
常
会
も
此
の
神
社
の
社
務
所
で
な
す
が
、
冬

　
　
の
寒
い
間
は
隣
に
有
る
学
校
の
教
室
を
使
用
す
る
事
が
た
び
く
あ
る
」
（
六
八
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表4　寿村国民学校における氏神と関係した主な学校行事

昭和一八年度

四月　二日 村常会、午後一時。勅語奉読式。

八日 青少年団入退団式、大詔奉戴式、午後五時半。少年団常会。

一〇日 小池神社祈年祭、訓導参向。

一五日 神社参拝、七時半。

二〇日 竹淵諏訪社祈年祭、校長参向。

二二日 靖国神社臨時大祭ニッキ朝会訓話。

二四日 靖国神社臨時大祭、両陛下御親拝、午前一〇時一五分。授業休ミ。

二七日 村常会及村葬打合セ。

二九日 午前九時、拝賀式、引続キ祝宴。

五月　一日 神社参拝、七時。

八日 大詔奉戴日、少年団常会。

一五日 神社参拝、七時。

三〇日 村常会、午後一時半。

六月　一日 神社参拝。

八日 大詔奉戴日、朝会訓話。少年団常会、小隊毎。

七月　一日 神社参拝、午前七時。

二日 村常会。

八日 大詔奉戴日、国民学校、八時。少年団常会、二時半。

一五日 神社参拝、午前七時。

八月　六日 村常会。

九月　八日 大詔奉戴日。

一八日 満州事変第一二週年記念日、大詔奉戴式。少年団、午前八時。

二〇日 少年常会、二時半。

二四日 秋季皇霊祭。

二七日 下瀬黒日吉社、竹淵諏訪社例祭、訓導参向。

二八日 百瀬諏訪社、白川諏訪社、上瀬黒米沢社例祭、訓導参向。

二九日 赤木上社、下社、小池神社例祭、訓導参向。

三〇日 村常会。

一〇月　一日 神社参拝、午前六時半。

一六日
靖国神社臨時大祭、授業休ミ。所在二於テー○時一五分遥拝。勤労奉仕。

一七日
神嘗祭。

一一月　一日 神社参拝、七時半。

三日 祝賀式、午前七時半。村民運動会、九時ヨリ。

六日 護国神社例祭、校長参列。学年遠足。

八日 大詔奉戴式、青少年団、午前六時半。少年常会、午後一時ヨリ。

二四日 小池神社、新嘗祭、校長参向。

二七日 竹淵諏訪神社、新嘗祭。

二九日 赤木神社、新嘗祭。

一二月　一日 神社参拝、午前八時。村常会、午後一時。

八日 大詔奉戴式、青少年団、午前六時半。少年常会、午後一時。

一月　一日 新年拝賀式、午前一〇時。

八日 大詔奉戴日、青少年団、午前九時、校庭。少年常会。

二月　一日 神社参拝。村常会。

八日 大詔奉戴式、午前八時、青少年団。

一一
日 紀元節拝賀式、午前九時。

三月　一日 神社参拝、午前八時。

三日 村常会。
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百
瀬
区
　
諏
訪
神
社
）
。

　
「
少
国
民
が
近
来
神
参
、
参
拝
、
境
内
掃
除
を
つ
と
め
る
。
毎
月
一
日
十
五

日
で
あ
る
」
（
六
九
　
上
瀬
黒
区
　
米
沢
社
）
。

　
「
学
校
児
童
等
神
社
参
拝
の
際
は
、
一
日
は
上
瀬
黒
米
沢
社
へ
、
瀬
黒
区
児

童
一
同
参
拝
す
る
。
十
五
日
は
下
瀬
黒
日
吉
社
へ
一
同
参
拝
す
る
。
少
年
団
等

は

瀬

黒
区
を
一
丸
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
部
落
へ
帰
へ
れ
ば
上
瀬
黒
下

瀬
黒
に
分
れ
て
ゐ
る
」
（
七
〇
　
下
瀬
黒
区
　
日
吉
社
）
。

　
右
か

ら
、
①
国
民
学
校
児
童
生
徒
は
、
教
員
の
引
率
に
よ
り
氏
神
の
例
祭
に
参
加

し
て
い
る
、
②
毎
月
一
日
・
十
五
日
に
、
少
年
団
単
位
で
神
社
参
拝
と
清
掃
を
行
っ

て

い

る
、
③
少
年
常
会
は
氏
神
の
社
務
所
に
て
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
表
4
は
、
寿
村
国
民
学
校
に
お
け
る
氏
神
と
学
校
教
育
に
関
係
し
た
学
校
行
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
学
校
日
誌
』
の
記
述
か
ら
『
神
社
誌
』
の
記
述
が
改
め
て
裏
づ
け
ら
れ
る
。
「
氏

神
と
学
校
教
育
」
に
関
す
る
語
り
が
正
確
に
記
録
さ
れ
た
の
は
調
査
者
が
寿
村
国
民
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［戦時下の氏神］・一・伊藤純郎

学
校
教
員
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
お
そ
ら
く
調
査
者
は
、
話
者
の
語
り
で
な
く
、
『
学

校

日
誌
』
の
記
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
氏
神
を
め
ぐ
る
学
校
行
事
を
、
簡
潔
に
記
録

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
で

は
、
「
氏
神
と
村
治
」
に
関
す
る
記
述
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
①

「神
社
と
村
治
と
の
関
係
は
大
し
て
認
め
ら
れ
な
い
」
（
六
三
白
川
区
）
。

　
②

「
氏
子
が
神
社
を
中
心
と
し
て
村
治
を
考
へ
る
様
な
こ
と
は
現
在
で
は
見
ら
れ

　
　

な
い
。
集
合
の
際
も
祭
以
外
の
時
は
公
会
所
で
行
ひ
、
神
社
へ
集
る
や
う
な

　
　

こ
と
は
聞
か
な
い
」
（
六
四
　
竹
淵
区
）
。

③
「
他
郷
に
み
る
が
如
く
、
当
区
民
は
村
治
に
関
し
て
神
社
に
集
合
を
な
し
て
相

　
　

談
を
す
る
様
な
こ
と
は
絶
対
に
な
い
」
「
近
時
区
民
の
間
に
も
、
村
治
と
生
活

　
　

を
も
つ
と
神
社
に
近
づ
け
る
様
と
考
へ
て
ゐ
る
人
々
が
多
く
な
り
つ
・
あ
る
」

　
　
（
六
八
　
百
瀬
区
）
。

意
外
な
こ
と
に
、
『
神
社
誌
』
の
な
か
で
「
氏
神
と
村
治
」
に
関
す
る
語
り
は
、

い
ず
れ
も
村
長
や
区
長
が
話
者
で
あ
る
白
川
・
竹
淵
・
百
瀬
区
の
『
神
社
誌
』
の
三

263

八日 大詔奉戴日、午前六時半、青少年団。少年常会。

一五日 神社参拝、八時。

一八日 百瀬神社祈年祭。

ニー日 白川諏訪社祈年祭。

二二日 竹淵諏訪社、瀬黒米沢社　祈年祭。

昭和一九年度

四月　四日 村常会、校長出席。

八日 青少年団入退団式、午前五時半。大詔奉戴式、午前七時半。

一三日 少年常会、午後一時。

一五日 神社参拝、七時半。

二五日 靖国神社臨時大祭、午前八時、遥拝式。午後一時一五分、聖上御親拝。

二九日 天長節拝賀式、午前九時。国民学校児童政府ヨリ祝賀パン給与アリ。

五月　一日 神社参拝、午前七時。本日ヨリ始業八時。

三日 村常会。

八日 第二九回大詔奉戴式。午前五時、青少年団。少年常会。

六月　一日 神社参拝、午前七時。

八日 大詔奉戴式、五時半、青少年団トシテ。少年団常会。

七月　一日 神社参拝。

七日 支那事変七週年記念日。

八日 大詔奉戴日。少年団常会、午後。

一五日 神社参拝、七時。

八月　一日 神社参拝、午前五時。

八日 第三二回大詔奉戴式、午前五時、青年団。

九月　一日 神社参拝、早朝。本日ヨリ秋季休ミ。

一八日 大詔奉戴式、午前五時半、少年常会。

二三日 秋季皇霊祭。

二七日 日吉社（下瀬黒）、諏訪社（竹淵）例祭、訓導参向。

二八日 諏訪社（百瀬）、諏訪神社（白川）、米沢社（上瀬黒）例祭、校長参向。

二 赤木上下社、小池神社例祭、教頭参向。

一〇月　一日 神社参拝、午前六時。

四日 村常会、校長出席。

二二日 靖国神社祈年祭、一〇一九七柱合祀。

二三日 靖国神社臨時大祭ニツキ遥拝式。

一一月　三日 明治節拝賀式、午前八時。

六日 護国神社例大祭。

八日 大詔奉戴式、午前七時、青少年団。少年常会。

二三日 新嘗祭。

一二月　四日 村常会。

八日 大東亜戦争勃発第三週年記念日。少年団、午前八時。

一三日 少年常会、午後一時半。

一月　一日 新年拝賀式、午前一〇時。

一〇日 少年常会。

三一日 村常会、校長出席。

二月一一日 紀元節拝賀式、午前九時。

一五日 神社参拝、

二八EI 村常会。

（『自昭和十八年一月　至昭和十九年六月　学校日誌　寿国民学校』「自昭和十九年七月

十二月　学校日誌　寿国民学校・寿青年学校』松本市立寿小学校所蔵より作成）
至昭和二十年
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社

に
お
け
る
右
の
三
つ
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
筆
者
が
注
目

す
る
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

　
第
一
点
は
、
『
神
社
誌
』
に
は
、
「
仮
想
例
」
で
示
さ
れ
た
常
会
に
関
す
る
記
述
が

な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
常
会
は
、
昭
和
一
五
年
九
月
一
一
日
付
「
部
落
会
町
内
会
整
備
要
領
」
（
内
務
省

訓
令
第
一
七
号
）
に
も
と
づ
き
村
落
や
市
街
地
に
組
織
さ
れ
た
部
落
会
や
町
内
会
に

設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
長
野
県

は
、
翌
一
二
日
付
で
「
常
会
ノ
設
置
運
営
二
関
ス
ル
件
」
を
市
町
村
長
に

通
牒

し
、
市
町
村
常
会
の
下
に
「
区
長
或
ハ
実
行
組
合
長
等
ヲ
中
心
ト
ス
ル
部
落
（
町

内
）
常
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
、
「
市
町
村
常
会
ハ
可
成
月
ノ
始
メ
ニ
、
部
落
・
隣

組
常
会
ハ
其
ノ
後
ノ
十
日
以
内
ヲ
標
準
」
に
開
催
す
る
こ
と
、
「
部
落
常
会
・
隣
組

常
会
ハ
各
戸
必
ズ
］
名
以
上
出
席
ス
ル
コ
ト
」
な
ど
を
命
じ
た
（
『
長
野
県
報
』
昭

和
一
五
年
九
月
一
日
）
。
さ
ら
に
、
県
常
会
指
導
者
講
習
会
で
は
、
「
常
会
の
運
営
」

と
題
す
る
文
書
を
配
布
し
、
「
部
落
の
重
要
性
」
を
「
部
落
は
、
一
定
の
地
域
内
に

氏
神
を
中
心
と
し
て
自
然
に
発
生
し
た
、
家
庭
に
次
い
で
最
も
親
し
い
生
活
協
同
体

で

あ
る
。
平
時
に
あ
つ
て
は
、
自
治
の
振
興
、
農
村
の
更
生
、
部
落
一
般
の
生
活
進

展
に

寄
与
す
る
諸
施
設
の
実
効
単
位
で
あ
り
、
非
常
時
に
あ
っ
て
は
、
国
家
が
要
望

す
る
総
動
員
や
、
銃
後
活
動
の
実
践
単
位
で
あ
る
」
と
、
「
部
落
常
会
の
意
義
」
を
「
部

落
は
以
上
の
如
く
、
凡
ゆ
る
重
要
な
る
事
項
の
基
礎
的
単
位
で
あ
つ
て
、
之
が
目
的

を
貫
徹
す
る
為
め
に
、
最
も
有
効
適
切
な
る
手
段
と
し
て
選
ば
れ
た
る
も
の
が
、
即

ち
、
部
落
常
会
で
あ
る
。
部
落
常
会
は
、
部
落
内
の
凡
ゆ
る
団
体
及
会
合
を
綜
合
統

一
し
、
自
治
的
に
部
落
一
般
生
活
の
向
上
促
進
を
図
る
為
め
に
、
継
続
し
て
行
ふ
運

動
で

あ
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
た
う
え
で
、
「
部
落
町
内
常
会
の
運
営
」
に
つ
い

て

次
の

よ
う
に
指
導
し
た
。

　
一
、
区
域
と
組
織

　
　

常
会
開
会
の
範
囲
は
原
則
と
し
て
一
部
落
又
は
一
町
内
と
す
る
。
但
し
一
部
落

　

又

は
一
町
内
の
戸
数
が
過
小
な
る
場
合
は
他
の
部
落
と
合
す
る
も
よ
く
、
五
、
六
十

　
戸
以
上
の

場
合

は
産
業
団
体
等
の
範
囲
を
単
位
と
す
る
も
よ
い
。

　
　
責
任
者
は
区
長
又
は
部
落
、
町
内
総
代
等
と
し
て
司
会
者
と
な
る
。
一
部
落
町

　
内
を
数
常
会
に
分
開
す
る
場
合
も
、
区
長
又
は
部
落
町
内
総
代
等
に
於
て
之
を
統

　
括
す
べ
く
各
常
会
に
出
席
し
て
司
会
者
と
な
る
。

　
一
、
出
席
者

　
戸
主

の

外
主
婦
、
男
女
青
年
等
一
名
以
上
出
席
す
る
こ
と
。

　
一
、
回
数
、
時
間
、
会
場
、
其
他

　
○
毎
月
一
回
宛
定
日
に
開
く
、

　
○
時
間
は
夜
間
に
時
間
位
、

　
○
会
場
は
公
会
堂
、
学
校
、
神
社
、
寺
院
、
其
他
適
当
な
る
場
所
、

　
○
常
会
記
録
及
出
席
簿
を
必
ず
つ
け
る
〔
以
下
、
省
略
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
常
会
の
運
営
』
長
野
県
）

　

こ
の
結
果
、
寿
村
で
は
、
昭
和
一
九
年
三
月
の
時
点
で
竹
渕
・
上
瀬
黒
・
下
瀬
黒
・

白
姫
・
白
川
・
百
瀬
・
小
池
・
赤
木
の
八
区
に
あ
わ
せ
て
計
三
〇
の
部
落
会
（
部
落

常
会
）
と
一
二
〇
の
隣
組
が
組
織
さ
れ
た
。
寿
村
の
世
帯
数
は
六
四
五
で
、
部
落
会

の
平
均
世
帯
数
は
二
一
（
最
大
三
二
・
最
少
一
一
）
、
隣
組
の
平
均
世
帯
数
は
五
（
最

大

八
・
最
少
三
）
、
部
落
会
に
は
農
事
部
・
養
蚕
部
・
配
給
部
が
組
織
さ
れ
た
。
寿

村
常
会
の
定
例
日
は
毎
月
一
日
午
後
一
時
半
か
ら
午
後
三
時
半
で
、
部
落
会
は
各
地

区
が
定
め
た
日
（
二
日
か
ら
一
〇
日
）
の
午
後
七
時
か
ら
九
時
に
開
か
れ
た
よ
う

（1
0
）

だ
。　

寿
村
は
、
昭
和
一
九
年
四
月
二
九
日
「
天
長
節
ノ
佳
日
」
に
、
「
国
民
奉
祝
の
時
間
」

で

あ
る
午
前
九
時
か
ら
寿
村
国
民
学
校
で
行
わ
れ
た
天
長
節
奉
祝
に
さ
き
だ
ち
、
午

前
五
時
か
ら
最
寄
の
氏
神
で
「
町
内
会
部
落
会
総
願
起
祈
誓
常
会
」
を
実
施
し
た
。

こ
の
「
神
前
常
会
」
は
、
四
月
二
三
日
付
で
内
政
部
長
・
大
政
翼
賛
会
長
野
県
支
部

長
か

ら
地
方
事
務
所
長
・
市
町
村
長
・
郡
市
町
村
支
部
長
あ
て
に
だ
さ
れ
た
通
牒
に

よ
り
、
午
前
五
時
に
部
落
会
単
位
で
「
最
寄
神
社
神
前
」
に
集
ま
り
、
「
隣
保
団
結

ノ
精
神
二
徹
シ
部
落
共
同
ノ
責
任
二
於
テ
如
何
ナ
ル
悪
条
件
ヲ
モ
克
服
シ
食
糧
ノ
増
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産
、
軍
需
品
ノ
完
全
充
足
」
と
「
必
勝
ノ
自
信
ト
必
死
ノ
努
力
ヲ
以
テ
勇
往
遇
進
戦

争
完
遂
へ
総
厭
起
」
を
祈
誓
す
る
も
の
で
、
「
地
域
内
各
戸
ヨ
リ
一
名
以
上
必
ズ
参

加
ス
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
部
落
会
長
は
「
神
前
常
会
」
終
了
後
に
寿
村

国
民
学
校
で
の
天
長
節
奉
祝
に
参
加
、
「
部
落
会
を
代
表
し
て
御
真
影
を
奉
拝
」
し

（1
1
）
た
。
こ
の
寿
村
を
あ
げ
て
の
「
神
前
常
会
」
を
は
じ
め
、
常
会
に
関
す
る
記
述
が
『
神

社
誌
』
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

第
二
点
は
、
「
氏
神
と
戦
争
」
に
関
し
て
、
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
入
営
兵
・
応

召
兵
の
戦
勝
祈
願
・
武
運
長
久
祈
願
や
帰
還
兵
の
「
御
礼
詣
り
」
な
ど
の
記
述
と
は

対
照
的
に
、
英
霊
や
遺
骨
の
出
迎
え
、
村
葬
儀
に
関
す
る
記
述
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

『学
校

日
誌
』
に
は
「
英
霊
出
迎
、
少
年
団
及
青
年
学
校
生
徒
」
（
昭
和
一
八
年
四
月

一
九
日
）
、
「
村
葬
儀
、
午
後
一
時
、
英
霊
六
柱
」
（
五
月
七
日
）
、
「
英
霊
出
迎
」
（
一
一

月
一
〇
日
）
、
「
村
葬
儀
、
午
後
一
時
、
校
庭
、
英
霊
三
柱
」
（
一
二
月
一
八
日
∀
、
「
村

葬
儀
、
午
後
一
時
、
校
庭
、
英
霊
二
柱
」
（
昭
和
一
九
年
五
月
一
五
日
）
、
「
英
霊
帰
還
、

午
後
七
時
、
村
井
駅
着
」
（
六
月
九
日
）
、
「
英
霊
帰
還
、
夕
刻
、
出
迎
、
英
霊
六
柱
」

（九
月
一
七
日
）
、
「
村
葬
儀
、
英
霊
八
柱
」
（
一
二
月
二
四
日
）
な
ど
の
記
述
が
あ
り
、

六
四

五
世
帯
の

寿
村
で
も
二
年
間
に
英
霊
一
九
柱
の
村
葬
儀
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ

か

る
。
役
場
所
蔵
史
料
に
よ
れ
ば
、
村
葬
儀
は
、
「
今
次
大
東
亜
戦
二
於
テ
名
誉
ノ

戦
残

ヲ
遂
ケ
ラ
レ
タ
ル
左
記
勇
士
ノ
村
葬
○
月
○
日
午
後
一
時
、
本
村
国
民
学
校
二

於
テ

執
行
可
致
候
間
御
会
葬
賜
リ
度
御
通
知
申
上
候
」
と
い
う
内
容
の
葬
儀
委
員
長

を
つ
と
め
る
村
長
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
遺
家
族
を
は
じ
め
、
助
役
・
村
会
議
員
・

役
場
職
員
・
在
郷
軍
人
会
・
区
長
・
常
会
長
・
部
落
長
や
国
民
学
校
・
青
年
学
校
教

職
員
・
児
童
生
徒
、
村
民
な
ど
が
多
数
参
列
す
る
な
か
、
遺
家
族
の
檀
那
寺
住
職
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

神
官
が
導
師
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
戦
死
者
・
戦
病
死
者
の
合
同
慰
霊
祭
は

寿
村
国
民
学
校
に
隣
接
す
る
百
瀬
区
の
諏
訪
神
社
で
行
わ
れ
た
。
『
神
社
誌
』
で
は

氏
神

に
対
す
る
信
仰
は
語
ら
れ
て
も
、
戦
病
死
者
の
供
養
・
慰
霊
に
関
す
る
語
り
は

み
ら
れ
な
い
。

　
第
三
点
は
、
八
社
の
村
社
の
な
か
で
、
寿
村
役
場
の
所
在
区
に
あ
り
、
寿
国
民
学

校

に
隣
接
す
る
百
瀬
区
の
諏
訪
神
社
が
寿
村
の
「
村
社
」
で
、
残
り
の
七
社
が
ム
ラ

の
氏
神
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
（
六
八
）
「
百

瀬
区
　
諏
訪
神
社
」
に
お
け
る
「
近
時
区
民
の
間
に
も
、
村
治
と
生
活
を
も
つ
と
神

社

に
近
づ
け
る
様
と
考
へ
て
ゐ
る
人
々
が
多
く
な
り
つ
・
あ
る
」
と
い
う
、
百
瀬
区

長
で
あ
る
話
者
A
の
語
り
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿

は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
基
幹
研
究
「
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す

る
資
料
論
的
研
究
」
の
『
翻
刻
資
料
集
』
二
に
収
録
さ
れ
た
東
筑
摩
郡
寿
村
『
神
社

誌
』
八
冊
を
対
象
に
、
①
『
神
社
誌
』
の
調
査
者
、
調
査
対
象
者
（
話
者
）
、
調
査

期
間
な
ど
の
『
神
社
誌
』
を
書
誌
学
的
に
整
理
す
る
、
②
『
神
社
誌
』
に
お
け
る
語

り
の
位
相
を
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
基
幹
研
究
資
料
報
告
書
一
四
『
戦
争
体
験
の

記
録

と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
』
一
～
四
に
お
け
る
語
り
と
比
較
し
な
が
ら
検
討

す
る
、
③
『
神
社
誌
』
の
記
述
を
寿
村
国
民
学
校
や
寿
村
役
場
所
蔵
史
料
と
い
っ
た

記
録

（資
料
）
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
作
業
を
通
じ
て
、
『
神
社
誌
』
の
資
料
論
的

意
義
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
考
察
の
結
果
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
『
神
社
誌
』
に
お
け
る
語
り
の
特
徴
は
、
①
公
職
・
社
会
性
を
も
っ
た
話
者
の
語

り
が
ム
ラ
・
集
団
の
語
り
と
し
て
記
録
で
き
る
よ
う
に
話
者
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
。

②
話
者
の
公
職
・
社
会
性
の
ゆ
え
に
話
者
の
個
人
的
な
私
的
な
語
り
が
ム
ラ
の
公
的

な
語
り
と
し
て
記
録
さ
れ
る
危
険
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
。
③
語
り
が
「
仮
想
例
」

と
い
う
枠
組
み
を
媒
介
と
し
て
記
録
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
一
方
、
記
録
（
資
料
）
の
視
点
か
ら
『
神
社
誌
』
を
検
討
す
る
と
、
「
氏
神
と
学

校
教
育
」
や
氏
神
に
対
す
る
信
仰
は
学
校
所
蔵
史
料
や
役
場
所
蔵
史
料
な
ど
の
記
録

（資
料
）
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
が
、
「
氏
神
と
村
治
」
に
関
す
る
語
り
は
『
神
社
誌
』

に
は
欠
落
し
て
お
り
、
こ
こ
に
は
ム
ラ
の
氏
神
と
政
治
は
直
接
関
わ
ら
な
い
と
い
う
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話
者
の
意
識
が
う
か
が
え
る
。

今
後
は
、
以
上
の
よ
う
な
『
神
社
誌
』
の
資
料
論
的
意
義
を
ふ
ま
え
、
戦
時
下
の

氏
神
の
諸
相
を
民
衆
の
信
心
と
関
わ
ら
せ
て
考
察
し
た
い
。

註（
1
）
　
氏
神
篇
編
纂
事
業
に
関
し
て
は
、
①
清
沢
芳
郎
「
戦
争
中
の
氏
神
信
仰
調
査
」
（
『
信
州
白
樺
』

　
　
第
一
八
号
、
一
九
七
五
年
）
、
②
小
林
経
廣
「
柳
田
国
男
と
長
野
県
東
筑
摩
地
方
の
民
俗
研
究
」

　
　
（
『
信
濃
』
第
三
六
巻
第
九
号
、
一
九
八
四
年
）
、
③
柘
植
信
行
「
戦
争
と
民
俗
学
の
周
辺
」
（
柳

　
　
田
国
男
研
究
会
編
『
柳
田
国
男
伝
』
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
）
、
④
宮
坂
昌
利
「
柳
田
国
男
「
氏

　
　
神
信
仰
調
査
」
考
ー
東
筑
摩
郡
教
育
部
会
に
依
頼
し
た
柳
田
国
男
の
「
氏
神
信
仰
調
査
」
の
実

　
　
態
」
（
後
藤
総
一
郎
編
『
柳
田
学
前
史
』
．
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
⑤
拙
稿
「
戦
時
下
の
民

　
　
俗
調
査
－
柳
田
国
男
と
『
東
筑
摩
郡
誌
別
篇
』
氏
神
篇
編
纂
事
業
」
（
『
信
濃
』
第
五
六
巻
第
一
号
、

　
　
二
〇
〇
四
年
）
、
⑥
拙
著
『
柳
田
国
男
と
信
州
地
方
史
1
「
白
足
袋
史
学
」
と
「
わ
ら
じ
史
学
」
』

　
　
（
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
2
）
　
東
筑
摩
教
育
会
講
演
筆
記
『
氏
神
篇
調
査
に
関
す
る
柳
田
国
男
先
生
講
演
の
概
要
』
（
東
筑

　
　
摩
教
育
会
、
一
九
四
三
年
）
。

（
3
）
　
『
昭
和
十
九
年
度
　
長
野
県
学
事
関
係
職
員
録
』
（
信
濃
教
育
会
、
一
九
四
四
年
）
。

（
4
）
　
寿
国
民
学
校
で
は
、
「
氏
神
信
仰
調
査
」
が
始
ま
っ
た
昭
和
一
八
年
七
月
か
ら
『
神
社
誌
』

　
　
の
作
成
が
終
了
し
た
と
推
定
さ
れ
る
昭
和
二
〇
年
↓
月
ま
で
の
間
に
、
中
央
委
員
会
・
支
部
委

　
　
員
会
へ
の
出
席
は
一
〇
回
、
校
内
で
の
研
究
会
は
四
回
開
か
れ
て
い
る
（
『
自
　
昭
和
十
八
年

　
　
一
月
　
至
　
昭
和
十
九
年
六
月
　
学
校
日
誌
　
寿
国
民
学
校
』
『
自
　
昭
和
十
九
年
七
月
　
至

　
　
　
昭
和
二
十
年
十
二
月
　
学
校
日
誌
　
寿
国
民
学
校
・
寿
青
年
学
校
』
（
松
本
市
立
寿
小
学
校

　
　
所
蔵
）
。

（
5
）
　
そ
う
し
た
意
味
で
本
節
の
考
察
は
、
話
者
と
調
査
者
の
関
係
性
や
語
ら
れ
た
時
期
や
場
所
、

　
　
そ
の
時
の
状
況
を
個
別
的
に
検
討
し
た
う
え
で
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
戦
争
体
験
の

　
　
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
論
調
査
』
に
お
け
る
「
調
査
カ
ー
ド
の
項
目
と
設
問
」
に
関
し
て

　
　
は
、
喜
多
村
理
子
「
特
集
　
日
本
民
俗
学
の
研
究
動
向
（
二
〇
〇
三
ー
二
〇
〇
五
）
ト
ピ
ッ
ク

　
　
ス
（
戦
争
と
民
俗
）
－
戦
場
の
死
の
受
け
止
め
方
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
日
本
民
俗
学
』
第
二
四
七

　
　
号
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。
た
し
か
に
、
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
論
調
査
』

　
　

に
は
検
討
す
べ
き
課
題
は
あ
る
が
、
一
方
で
、
「
戦
争
体
験
」
に
関
す
る
調
査
が
国
立
機
関
に

　
　

よ
り
全
国
的
に
実
施
さ
れ
た
学
術
的
意
義
に
つ
い
て
も
総
括
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
6
）
　
『
昭
和
十
八
年
度
　
社
寺
二
関
ス
ル
綴
　
寿
村
役
場
』
（
松
本
市
文
書
館
所
蔵
）
。

（
7
）
平
成
一
七
年
・
一
八
年
九
月
の
秋
季
例
祭
時
に
行
っ
た
筆
者
の
調
査
で
も
「
お
寺
で
参
拝
、

　
　
お

守
り
に
つ
い
て
は
記
憶
に
な
い
。
檀
家
の
人
で
は
な
い
か
」
（
八
二
歳
）
、
「
お
寺
か
ら
お
守

　

り
も
貰
っ
た
こ
と
は
、
私
は
な
い
。
住
職
の
気
配
り
で
お
守
り
を
渡
し
た
人
も
い
る
か
も
知
れ

　

な
い
が
、
お
寺
か
ら
お
守
り
を
と
云
う
こ
と
は
知
ら
な
い
し
、
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
出
征
で

　
　
お
寺
に
参
拝
は
、
個
々
に
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
み
ん
な
お
宮
に
集
ま
り
、
区
長
の
話
を
聞
き
、

　

村
人

に
送
っ
て
も
ら
っ
た
」
（
八
六
歳
）
と
い
う
文
書
の
回
答
を
得
た
。

（
8
）
　
「
仮
想
例
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
長
野
県
東
筑
摩
郡
『
神
社
誌
』
総
説
」
（
『
基
幹
研
究
「
戦

　

争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
論
的
研
究
」
翻
刻
資
料
集
二
　
長
野
県
東
筑
摩
郡
『
神

　

社
誌
』
』
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
9
）
前
掲
（
4
）
『
自
　
昭
和
十
八
年
一
月
　
至
　
昭
和
十
九
年
六
月
　
学
校
日
誌
　
寿
国
民
学
校
』

　
　
『
自
　
昭
和
十
九
年
七
月
　
至
　
昭
和
二
十
年
十
二
月
　
学
校
日
誌
　
寿
国
民
学
校
・
寿
青
年

　
　
学
校
』
（
松
本
市
立
寿
小
学
校
所
蔵
）
。

（
1
0
）
　
『
昭
和
十
九
年
常
会
関
係
綴
寿
村
役
場
・
大
政
翼
賛
会
寿
村
支
部
』
（
松
本
市
文
書
館
所

　
　
蔵
）
。

（H
）
　
同
右
。

（
1
2
）
　
『
昭
和
十
九
年
度
　
寿
村
役
場
事
務
報
告
書
』
、
『
昭
和
十
九
年
度
　
学
務
二
関
ス
ル
綴
　
寿

　
　
村
役
場
』
（
松
本
市
文
書
館
所
蔵
）
。

（筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
学
研
究
科
教
授
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（二
〇

〇

七
年
四
月
三
〇
日
受
理
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
日
審
査
終
了
）
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Ujigami　during　wartime：Astudy　of　the“Sh血e　Joumals”of　Higashichikuma－

gun　as　written　materials

ITo　Junro

　　　The“Shrine　Journals”of　Higashichikuma－gun　were　produced　as　part　of　the　ujigami　volumes　of　the

“且igashichikuma－gun　Joumals”pr（りect　launched　in　1943　by　the　Higashichikuma　Educational　Association　with

the　assistance　of　Kunio　Yanagida，　Ichiro　Hori，　an　assistant　in　the　Philosophy　Department　of　the　Institute　fOr　the

Study　of　the　Culture　of　the　National　Spirit，　Ministry　of　Education　and　Thro　Wakamori，　a　lecturer　at　the　Tbkyo

Higher　Normal　School．　T＞achers　belonging　to　the　Higashichikuma　Educational　Association　produced　these

shrine　journals　by　recording　the　narratives　of　the　parishioners　of　the　171　shrines　located　in　Higashichikuma－gun．

Records　fbr　each　uligami　shrine　were　recorded　under　the　five　headings　of“General　Records”，“Shinto　Priests”，

‘‘

Fbstivals”，‘‘The　Role　of　the　Shrine　in　Pa亘shionersl　Lives”and‘‘Buildings　of　Wbrship”。

　　　The“Shrine　Journals”of　Higashichikuma－gun　were　included　in　the“Collection　of　Reprinted　Written

Materials－2”that　is　part　of　the　NMJH　basic　research　pr（りect“Study　of　Written　Materials　Related　to　the　Records

and　Narratives　of　War　Experiences”published　in　March　2006．　They　were　included丘）r　several　reasons．　Firstly

as　with　NMJH‘s　basic　research　report　14“Survey　of　Wdtten　Materials　Related　to　Records　and　Narratives　of　War

Experiences”，　they　are　a　valuable　record　of　narratives　on　war　experiences．　Secondly　they　are　records　that　were

written　during　war　time，　and　as　such　enable　us　to　examine　the　role　played　by　ujigami　dunng　war　time，　various

aspects　of　religious　beliefs　and　rites　during　war　time，　and　the　parishioner　system，　neighborhood　associations，

hamlet　associations，　schools　and　other　organizations　which　provided　social　support　fbr　the　ujigami．

　　　Fbcusing　on　the　above，　this　paper　examines　the　significance　of　eight　volumes　of“Shrine　Journals”from

Kotobuki　village（present－day　Matsumoto　City）in　Higashichikuma－gun　as　written　materials　from　the　perspective

of　the　records（written　materials）and　narratives（memories）held　in　the　collections　of　the　local　administration

and　schools．　At　the　same　time，　it　considers　the　topology　of　the　narrative　styles　of　the　narrators　of　the“Shrine

Journals”and　the“Survey　of　Written　Materials　Related　to　Records　and　Narratives　of　War　Experiences”．

　　　This　paper　asks　through　which　kind　of　processes　the　shrine－related　narratives　of　parishioners（individuals）

during　wartime　were　recorded　as　narratives　of　the　village（group）and　became　the　records（written　materials）

called　the“Shrine　J皿rnals”of　Higashichikuma－gun．

　　　reconstruction　and　reorganization．
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